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蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
二
）

山　

本　

和　

義

蔡　
　
　
　
　

毅

中　
　
　

裕　

史

中　
　
　

純　

子

原　

田　

直　

枝

西　

岡　
　
　

淳

（
南
山
読
蘇
会
）

中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡

詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。

范
淳
父
に
次
韻
し
て
秦
少
章
を
送
る
（
一
八
八
三
）

林
夫
が
当
に
霊
隠
寺
の
寓
居
に
徙
る
べ
し
と
聞
き
て
、
戯
れ
に
「
霊
隠
の
前　

一
首
」
を
作
る
（
一
八
八
四
）

滕
達
道
が
挽
詞　

二
首
（
一
八
八
五
・
一
八
八
六
）

蘇
伯
固
が
蜀
岡
に
游
ん
で
李
孝
博
が
使
を
嶺
表
に
奉
ず
る
を
送
る
に
次
韻
す
（
一
八
八
七
）
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石
塔
寺　

幷
び
に
引
（
一
八
八
九
）

晁
美
叔
発
運
右
司
年
兄
が
闕
に
赴
く
を
送
る
（
一
八
九
〇
）

王
文
玉
が
挽
詞
（
一
八
九
一
）

芝
上
人
が
廬
山
に
遊
ぶ
を
送
る
（
一
八
九
三
）

一
八
八
三
（
施
三
二
―
一
三
）

次　

范
淳　

送
秦
少　

范は
ん

淳
じ
ゆ
ん

父ぽ

に
次じ

韻い
ん

し
て
秦し

ん

少
し
よ
う

章し
よ
うを

送お
く

る

1　

宿
緣
在
江
海　
　
　

宿
し
ゆ
く

縁え
ん　

江こ
う

海か
い

に
在あ

り

2　

世
網
如
予
何　
　
　

世せ
い

網も
う　

予よ

を
如い

か

ん何
せ
ん

3　

西
來
庾
公
塵　
　
　

西せ
い

来ら
い　

庾ゆ

公こ
う

の
塵ち

り

4　

已
濯
長
淮
波　
　
　

已す
で

に
長

ち
よ
う

淮わ
い

の
波な

み

に
濯あ

ら

う

5　

十
年
淮
海
人　
　
　

十
じ
ゆ
う

年ね
ん　

淮わ
い

海か
い

の
人ひ

と

6　

初
見
一
麥
禾　
　
　

初は
じ

め
て
一い

ち

麦ば
く

禾か

を
見み

る

7　

但
欣
爭
訟
少　
　
　

但た

だ
欣

よ
ろ
こ

ぶ　

争そ
う

訟し
よ
うの

少ま
れ

な
る
を

8　

未
覺
舟
車
多　
　
　

未い
ま

だ
覚お

ぼ

え
ず　

舟
し
ゆ
う

車し
や

の
多お

お

き
を

9　

秦
郞
忽　

我　
　
　

秦し
ん

郎ろ
う　

忽
た
ち
ま

ち
我わ

れ

に
過よ

ぎ

り

10　

賦
詩
如
卷
阿　
　
　

詩し

を
賦ふ

し
て
「
巻け

ん

阿あ

」
の
如ご

と

し

11　

句
法
本
黃
氏＊　
　
　

句く

法ほ
う　

黄こ
う

氏し

に
本も

と

づ
き
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12　

二
豪
與
揩
磨＊

＊　
　
　

二に

豪ご
う　

与た
め

に
揩か

い

磨ま

す

13　

嗟
我
久
離
羣　
　
　

嗟あ
あ　

我わ

れ
久ひ

さ

し
く
離り

群ぐ
ん

14　

逝
將
老
西
河　
　
　

逝ゆ

き
て
将ま

さ

に
西せ

い

河が

に
老お

い
ん
と
す

15　

後
生
多
名
士　
　
　

後こ
う

生せ
い　

名め
い

士し

多お
お

し

16　

欲
薦
空
悲
歌　
　
　

薦す
す

め
ん
と
欲ほ

つ

し
て
空む

な

し
く
悲ひ

歌か

す

17　

小
范
眞
可
人　
　
　

小
し
よ
う

范は
ん

は
真

ま
こ
と

に
可か

人じ
ん

18　

獨
肯
勤
收
羅　
　
　

独ひ
と

り
肯あ

え

て
勤つ

と

め
て
収

し
ゆ
う

羅ら

す

19　

瘦
馬
識

耳　
　
　

痩そ
う

馬ば

にり
よ
く

耳じ

を
識し

り

20　

枯
桐
得
雲
和　
　
　

枯こ

桐と
う

に
雲う

ん

和わ

を
得え

た
り

21　

近
聞
館
李
生

＊
＊
＊　

　
　

近ち
か

ご
ろ
聞き

く　

李り

生せ
い

を
館か

ん

す
、
と

22　

病
鶴
借
一
柯　
　
　

病
び
よ
う

鶴か
く　

一い
つ

柯か

を
借か

す

23　

贈
行
苦
說
我　
　
　

行ゆ

く
に
贈お

く

る
に
苦

ね
ん
ご

ろ
に
我わ

れ

を
説と

き

24　

妙
語
慰
蹉
跎　
　
　

妙
み
よ
う

語ご　

蹉さ

跎た

を
慰

な
ぐ
さ

む

25　

西
羌
已
解
仇　
　
　

西せ
い

羌き
よ
う

　

已す
で

に
仇あ

だ

を
解と

き

26　

烽
火
連
朝
那　
　
　

烽ほ
う

火か　

朝ち
ゆ

那だ

に
連つ

ら

な
る

27　

坐
籌
付
公
等　
　
　

坐い

な
が
ら
籌

ち
ゆ
う

を
公こ

う

等ら

に
付ふ

す

28　

吾
將
寄
潛
沱　
　
　

吾わ

れ
将ま

さ

に
潜せ

ん

・
沱た

に
寄よ

せ
ん
と
す

〔
原
注
〕
謂
魯
直
也
（
魯ろ

直ち
よ
くを

謂い

う
な
り
）
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〔
＊
＊
〕
其
兄
少
游
與
張
文
潛
（
其そ

の
兄あ

に

少
し
よ
う

游ゆ
う

と
張

ち
よ
う

文ぶ
ん

潜せ
ん

と
）

〔
＊
＊
＊
〕
李
廌
方
叔
（
李り

廌ち

、
方ほ

う

叔し
ゆ
く）

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。
知
揚
州
と
し
て
揚
州
に
あ
っ
た
。

○
范
淳
父　

范は
ん

祖そ

禹う

の
こ
と
。
淳
父（
淳
甫
と
も
表
記
す
る
）は
そ
の
字
。「
范
祖
禹
に
答
う
」詩
の
注（『
蘇
東
坡
詩
集
』第
四
冊
六
五
五
頁
）

を
参
照
。
○
秦
少
章　

秦し
ん

覯こ
う

の
こ
と
。
秦
観
の
弟
で
、
少
章
は
そ
の
字
。
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
の
進
士
で
、
臨
安
の
簿
を
務
め
た
。

蘇
軾
に
従
っ
て
学
び
、
詩
文
を
よ
く
し
た
。
蘇
軾
に
、「
太
息
一
章
、
秦
少
章
秀
才
を
送
る
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
四
）
が
あ
る
。
な
お
、

范
祖
禹
の
も
と
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。

1
○
宿
縁　

前
生
か
ら
の
因
縁
。
何
承
天
「
宗
居
士
に
答
う
る
書
」（『
弘
明
集
』
巻
三
）
に
、「
豈
に
独
り
愛
欲
の
未

だ
除
か
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
、
宿
縁
を
ば
是
れ
畏
る
」
と
あ
る
。
○
江
海　

江
湖
に
同
じ
く
、
朝
廷
か
ら
遠
く
離
れ
た

土
地
の
こ
と
で
、
自
由
な
生
活
を
い
う
。「
呂
希
道
が
和か

州
に
知
た
る
を
送
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊

五
三
頁
）
を
参
照
。
2
○
世
網
一
句　

世
網
は
、
世
の
中
の
し
が
ら
み
。
陸
機
「
洛
に
赴
く
道
中
の
作　

二
首
」
そ
の

一
（『
文
選
』
巻
二
六
）
に
、「
借し

や

問も
ん

す　

子　

何い
ず

く
に
か
之ゆ

く
、
世
網　

我
が
身
に
嬰ま

と

う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
孔
子
が
宋

で
桓か

ん

魋た
い

に
迫
害
を
受
け
た
と
き
、「
天　

徳
を
予わ

れ

に
生な

せ
り
。
桓
魋
其そ

れ
予
を
如い

か

ん何
」
と
言
っ
た
（『
史
記
』
孔
子
世
家
、

『
論
語
』述
而

）。3
○
庾
公
塵　

東
晉
の
庾
亮
は
武
昌（
湖
北
省
）に
在
っ
て
強
兵
を
擁
し
、そ
の
勢
力
は
時
の
丞
相
の
王
導
を
圧
迫
し
た
。

王
導
は
心
中
穏
や
か
で
な
く
、冶や

城じ
よ
う（

江
蘇
省
）
に
在
っ
て
西
風
が
土つ

ち

埃ぼ
こ
りを

立
て
る
と
扇
で
さ
え
ぎ
り
、「
元
規　

塵
も
て
人
を
汚
す
」（
元

規
は
庾
亮
の
字
）
と
い
っ
た
（『
晉
書
』
王
導
伝
）。
5 

6
○
十
年
・
初
見
二
句　

淮
海
は
、
揚
州
を
さ
す
。『
尚
書
』
禹
貢
に
、「
淮
海
は

惟こ

れ
揚
州
」
と
あ
る
。
麦
禾
は
麦
と
稲
で
、
穀
物
の
総
称
。『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
二
十
八
年
に
、「
大
い
に
麦
禾
無
し
。
臧ぞ

う

孫そ
ん

辰し
ん　

糴て
き

を

斉
に
告
ぐ
」
と
あ
る
。
二
句
は
、
揚
州
近
辺
に
久
し
く
不
作
が
続
い
た
が
、
こ
の
歳
は
収
穫
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
い
う
。
8
○
未
覚
一
句　

一
韓
智

は
、「
マ
ダ
シ
キ
ニ
商
船
ナ
ン
ド
ノ
来
テ
財
ヲ
売
（
ル
）
ヤ
ウ
ナ
事
ハ
ナ
シ
。
豊
年
ト
ハ
云
ヘ
ド
モ
マ
ダ
飢
饉
ノ
余よ

殃お
う

ア
ル
ホ
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ド
ニ
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
二
二
の
二
）
と
記
す
。
9 

10
○
秦
郎
・
賦
詩
二
句　

『
詩
経
』
大
雅
（
生
民
の
什
）「
巻
阿
」
詩
の
小
序
に
、

「
召
の
康
公　

成
王
を
戒
む
る
な
り
。
賢
を
求
め
て
吉
士
を
用
う
る
を
言
う
な
り
」
と
あ
る
。
二
句
は
、
蘇
軾
を
訪
う
た
秦
覯
が
、
賢
者

の
登
用
の
必
要
を
説
い
た
こ
と
を
い
う
。
11
○
黄
氏　

黄
庭
堅
の
こ
と
。
原
注
を
参
照
。
12
○
二
豪　

秦
覯
の
兄
の
秦
観
と
、
張
耒
を
さ

す
。
原
注
を
参
照
。
○
揩
磨　

す
り
み
が
く
こ
と
。
学
問
や
人
格
の
向
上
に
努
め
、
ま
た
鍛
え
あ
う
こ
と
の
た
と
え
。
13 

14
○
離
群
・
逝

将
二
句　

離
群
は
、
仲
間
か
ら
離
れ
て
ひ
と
り
い
る
こ
と
。
孔
子
の
弟
子
の
子
夏
の
故
事
に
因
む
。「
莘
老
に
贈
る　

七
絶
」
そ
の
一
の

注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
四
三
五
頁
）
を
参
照
。
西
河
は
、
そ
の
子
夏
が
隠
退
（「
離
群
索
居
」）
し
た
地
で
、
陝
西
省
の
黄
河
の
西

岸
一
帯
を
さ
す
。『
礼
記
』
檀
弓
上
に
「
退
き
て
西
河
の
上

ほ
と
り

に
老
ゆ
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
注
に
「
西
河
は
、

門
よ
り
華
陰
に
至
る
の
地

な
り
」
と
あ
る
。
逝
将
は
、
い
ざ
行
こ
う
と
す
る
こ
と
。
世
俗
に
別
れ
を
告
げ
て
自
由
の
地
に
赴
か
ん
と
す
る
意
を
含
む
。「
陳
海
州
が

「
乗
槎
亭
」
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
四
〇
八
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
逝
を
発
語
の
助
字
と
し
て
、「
逝こ

こ

に
」
と
訓

ず
る
説
も
あ
る
。
15
○
後
生　

若
者
。
後
輩
。『
論
語
』
子
罕

に
、「
後
生
畏
る
可
し
」
と
あ
る
。
16
○
悲
歌　

悲
し
み
激
し
て
う
た
う
。

こ
こ
で
は
、
後
輩
た
ち
の
推
挙
が
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
悲
し
み
憤
っ
て
歌
う
（「
悲
歌
慷
慨
」）
意
に
解
さ
れ
よ
う
。『
史
記
』
項
羽
本

紀
に
、「
是
に
於
て
、
項
王
乃
ち
悲
歌
慷
慨
し
、
自
ら
詩
を
為つ

く

り
て
曰
く
、
…
…
」
と
あ
る
。
17
○
小
范
一
句　

小
范
は
、
范
祖
禹
の
こ
と
。

そ
の
父
の
范
百
禄
を
大
范
と
称
す
る
の
に
対
し
て
い
う
。
可
人
は
、
人
柄
の
よ
い
人
物
。
徳
の
あ
る
人
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
一
）』
に

収
め
る
作
品
番
号
一
八
六
〇
の
詩
の
注
を
参
照
。
18
○
収
羅　

人
や
も
の
を
あ
ま
ね
く
求
め
集
め
る
こ
と
。
陳
琳
「
袁
紹
の
為
に
予
州
に

檄
す
」（『
文
選
』
巻
四
四
）
に
、「
英
雄
を
収
羅
し
、
瑕き

ず

を
棄
て
て
用
を
取
る
」
と
あ
る
。
19
○
痩
馬
一
句　

『
史
記
』
滑
稽
列
伝
の
東
郭

先
生
の
伝
に
、「
馬
を
相そ

う

す
る
は
之
を
痩
せ
た
る
に
失
し
、
人
を
相
す
る
は
之
を
貧
し
き
に
失
す
」
と
あ
る
。

耳
は
、
名
馬
の
名
。
周

の
穆
王
の
八
駿
馬
の
一
つ
で
、
こ
こ
で
は
才
能
あ
る
人
物
の
た
と
え
。『
竹
書
紀
年
』
巻
下
「
穆
王
」
に
、「（
周
穆
王
）
八
年
春
、
北ほ

く

唐と
う

来
た
り
て
賓
た
り
。
一
驪り

馬ば

を
献
ず
。
是
れ

耳
を
生
む
」
と
あ
る
。
20
○
枯
桐
一
句　

桐
は
、琴
を
作
る
材
に
用
い
ら
れ
る
。『
詩
経
』

鄘
風
「
定て

い

之し

方ほ
う

中ち
ゆ
う」

に
、「
之
に
樹う

う
る
は
榛し

ん

栗り
つ

、
椅い

・
桐と

う

・
梓し

・
漆し

つ

、
爰こ

こ

に
伐き

り
て
琴
瑟
と
せ
ん
」
と
あ
る
。
雲
和
は
、
良
質
な
琴
の
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材
を
産
す
る
と
さ
れ
た
山
の
名
で
、
後
に
琴
の
異
称
と
な
っ
た
。『
周
礼
』
春
官
宗
伯
「
大
司
楽
」
に
、「
孤こ

竹ち
く

の
管
、
雲
和
の
琴
瑟
、

門
の
舞
」
と
あ
る
。
以
上
の
二
句
は
い
ず
れ
も
、
難
し
い
条
件
の
下
で
優
れ
た
人
材
を
見
出
す
こ
と
を
た
と
え
る
。
21
○
李
生　

李り

廌ち

（
一
〇
五
九
―
一
一
〇
九
）
の
こ
と
。
字
は
方
叔
。
華
州
（
陝
西
省
）
の
人
。
黄
州
に
お
い
て
蘇
軾
に
会
い
、そ
の
才
能
を
称
え
ら
れ
た
。

元
祐
三
年
、
蘇
軾
が
知
貢
挙
の
任
に
在
っ
た
際
に
挙
に
応
ず
る
も
登
第
せ
ず
、
そ
の
後
も
蘇
軾
は
范
祖
禹
と
共
に
そ
の
推
挙
を
は
か
っ
た

が
、
結
局
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。『
宋
史
』
巻
四
四
四
に
伝
が
あ
る
。
館
は
、
食
客
と
す
る
意
。
22
○
病
鶴
一
句　

病
鶴
（
病
ん
だ
鶴
）

は
、
才
気
あ
る
者
が
元
気
を
な
く
す
る
意
を
含
み
、
下
第
し
た
李
廌
を
さ
す
。
柯
は
、
太
い
枝
。
唐
の
李
義
府
が
、
太
宗
に
命
じ
ら
れ
て

カ
ラ
ス
を
詠
じ
た
と
い
う
詩
に
、「
上

じ
よ
う

林り
ん　

許か
く

の
如ご

と

き
樹
に
、一
枝
を
も
借
り
て
棲
ま
ず
」
と
あ
る
（『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
）。
23 

24
○
贈
行
・

妙
語
二
句　

范
祖
禹
が
、秦
覯
に
贈
っ
た
も
と
の
詩
の
中
で
、
蘇
軾
に
懇
ろ
に
言
及
す
る
こ
と
に
つ
い
て
い
う
。
一
韓
智

は
、「
言
（
フ

コ
コ
ロ
）
ハ
、
淳
父　

詩
（
ヲ
）
作
（
リ
テ
）
少
章
ヲ
送
ル
ゾ
。
其
ノ
詩
中
ニ
坡
ガ
事
ヲ
説
（
カ
）
ル
ル
ガ
、
其
ノ
詩
語
ガ
妙
ナ
リ
。
是

ヲ
見
テ
我
ガ
不
遇
ヲ
慰
ス
ル
ゾ
」
と
記
す
。
蹉
跎
は
、
つ
ま
づ
く
こ
と
。
延
い
て
、
志
を
得
な
い
こ
と
、
時
機
を
失
う
こ
と
。『
楚
辞
』

九
懐
「
株し

ゆ

昭し
よ
う」

に
、「
驥き

は
両
耳
を
垂
れ
、
中
坂
に
蹉
跎
す
」
と
あ
る
。
25 

26
○
西
羌
・
烽
火
二
句　

西
羌
は
、
西
方
の
え
び
す

0

0

0

で
、
西

夏
の
こ
と
。
解
仇
は
、
仲
違
い
を
や
め
て
団
結
す
る
こ
と
。「
子
由
が
苦
寒
に
寄
せ
ら
る
る
に
和
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊

五
七
九
頁
）
を
参
照
。
朝ち

ゆ

那だ

は
、
今
の
寧
夏
回
族
自
治
区
に
あ
っ
た
漢
の
県
名
。『
史
記
』
孝
文
本
紀
に
、「
十
四
年
冬
、
匈
奴
謀は

か

り
て
辺

に
入
り
て
寇あ

だ

を
為
し
、
朝
那
の
塞
を
攻
め
、
北
地
の
都
尉
卬こ

う

を
殺
す
」
と
あ
る
。
27
○
坐
籌　

籌
は
、
は
か
り
ご
と
。『
史
記
』
高
祖
本

紀
に
、「
夫
れ
籌
を
帷い

帳
ち
よ
う

の
中う

ち

に
運め

ぐ

ら
せ
、
勝
を
千
里
の
外
に
決
す
る
は
、
吾
れ
子し

房ぼ
う

に
如し

か
ず
」
と
あ
る
。
○
公
等　

あ
な
た
が
た
。『
漢

書
』
朱
買
臣
伝
に
、「
公
等
の
如ご

と

き
は
、終つ

い

に
溝
中
に
餓
死
せ
ん
の
み
」
と
あ
る
。
一
韓
智

は
、「
中
国
ニ
イ
テ
籌
ヲ
千
里
ノ
外
ニ
運
（
ラ
）

ス
事
ハ
、
幸
ニ
范
淳
父
ガ
イ
ラ
ル
ル
程
ニ
、
貴
方
ニ
付
シ
申
ス
」
と
記
す
。
28
○
潜
沱　

潜
・
沱
と
も
に
川
の
名
で
、
蘇
軾
の
故
郷
で
あ

る
蜀
を
流
れ
る
。『
尚
書
』
禹
貢
に
、「
華
の
陽
・
黒
水
は
惟
れ
梁
州
、岷び

ん

嶓は

既
に
芸げ

い

し
、沱
・
潜
既
に
道と

お

る
」
と
あ
り
、孔
安
国
の
伝
に
、「
沱
・

潜
は
源
を
此
の
州
に
発
し
、
荊
州
に
入
る
」
と
あ
る
。〔
原
注
〕
○
魯
直　

黄
庭
堅
の
字

あ
ざ
な

。〔
＊
＊
〕
○
少
游　

秦
観
の
字
。
○
文
潜　

張
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耒
の
字
。〔
＊
＊
＊
〕
○
李
廌
方
叔　

21
句
の
注
を
参
照
。

　

江
湖
の
ち
ま
た
に
生
き
る
の
が
前
世
か
ら
の
因
縁
、
世
の
し
が
ら
み
す
ら
私
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
た
び
は
西
の

都
か
ら
や
っ
て
来
て
、
都
会
の
ち
り
も
淮
河
の
波
で
す
っ
か
り
洗
い
流
し
て
し
ま
っ
た
。

　

揚
州
の
人
々
は
こ
の
十
年
で
初
め
て
豊
年
を
目
に
す
る
の
だ
と
か
。
確
か
に
訴
訟
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と

だ
が
、
ま
だ
舟
や
車
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
豊
か
さ
が
戻
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

　

さ
て
秦
君
が
に
わ
か
に
私
を
訪
ね
て
来
ら
れ
、
賢
人
の
登
用
を
説
く
「
巻け

ん

阿あ

」
の
如
き
詩
を
詠
じ
ら
れ
た
。
句
法
は
黄
山
谷
ど

の
に
学
ば
れ
た
も
の
、
加
え
て
少
游
・
文
潜
の
二
豪
が
磨
き
を
か
け
て
く
れ
た
と
な
れ
ば
、
出
来
が
よ
い
の
も
道
理
だ
。

　

あ
あ
、
な
の
に
私
は
久
し
く
仲
間
た
ち
と
離
れ
お
り
、
世
を
捨
て
て
こ
の
地
を
（
子
夏
が
隠
棲
し
た
）
西
河
と
み
な
し
て
、
こ

こ
で
た
だ
老
い
て
ゆ
く
の
だ
。
若
者
に
は
す
ぐ
れ
た
人
物
が
多
い
の
に
、
推
挙
し
よ
う
に
も
自
分
は
そ
の
立
場
に
は
な
く
、
た
だ

悲
し
み
憤
っ
て
う
た
う
ば
か
り
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
小
范
ど
の
は
ま
こ
と
に
徳
の
あ
る
お
方
、
よ
き
人
材
を
見
落
と
す
ま
い
と
自
ら
努
め
て
お
ら
れ
る
。
あ
た
か
も

痩
馬
の
な
か
か
ら
駿
馬
のり

よ
く

耳じ

を
見
い
だ
し
、
枯
れ
た
桐
を
材
に
雲う

ん

和わ

の
名
琴
を
つ
く
っ
た
よ
う
に
。

　

近
ご
ろ
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
李
君
（
廌ち

）
を
そ
ち
ら
の
屋
敷
に
住
ま
わ
せ
た
と
か
、
さ
し
ず
め
「
病
ん
だ
鶴
に
一
枝
を
貸
す 

」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
旅
立
つ
秦
君
に
贈
ら
れ
た
詩
に
は
、
私
の
こ
と
を
心
を
込
め
て
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
そ
の
す

ば
ら
し
い
言
葉
が
私
の
不
遇
を
慰
め
て
く
れ
ま
す
。

　

西
の
え
び
す

0

0

0

ど
も
が
争
い
を
や
め
て
連
携
し
、
烽
火
が
わ
が
朝ち

ゆ

那だ

の
あ
た
り
に
連
な
る
い
ま
、「
は
か
り
ご
と
を
帷い

幄あ
く

の
う
ち

に
運め

ぐ

ら
す
」
大
仕
事
は
皆
さ
ん
に
任
せ
て
、
私
は
潜せ

ん

沱た

の
流
れ
の
ほ
と
り
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）
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一
八
八
四
（
施
三
二
―
一
四
）

聞
林
夫
當
徙
靈
隱
寺
寓
居
、
戲
作
靈
隱
前
一
首

林り
ん

夫ぷ

が
当ま

さ

に
霊れ

い

隠い
ん

寺じ

の
寓ぐ

う

居き
よ

に
徙う

つ

る
べ
し
と
聞き

き
て
、
戯

た
わ
む

れ
に
「
霊れ

い

隠い
ん

の
前ま

え　

一い
つ

首し
ゆ

」
を
作つ

く

る

1　

靈
隱
前　

天
竺
後　
　
　

霊れ
い

隠い
ん

の
前ま

え　

天て
ん

竺じ
く

の
後う

し
ろ

2　

兩
㵎
春
淙
一
靈
鷲　
　
　

両
り
よ
う

㵎か
ん

の
春

し
ゆ
ん

淙そ
う　

一い
ち

霊
り
よ
う

鷲じ
ゆ

3　

不
知
水
從
何
處
來　
　
　

知し

ら
ず　

水み
ず

の
何い

ず

こ処
従よ

り
来き

た
る
か
を

4　

跳
波
赴
壑
如
奔
雷　
　
　

跳
ち
よ
う

波は　

壑た
に

に
赴

お
も
む

い
て　

奔ほ
ん

雷ら
い

の
如ご

と

し

5　

無
情
有
意
兩
莫
測　
　
　

情
じ
よ
う

無な

き
か　

意
こ
こ
ろ

有あ

る
か　

両ふ
た

つ
な
が
ら
測は

か

る
莫な

し

6　

肯
向
冷
泉
亭
下
相
縈
回　

肯あ
え

て
冷れ

い

泉せ
ん

亭て
い

の
下も

と

に
向む

か
っ
て　

相あ
い

縈え
い

回か
い

す

7　

我
在
錢
塘
六
百
日　
　
　

我わ

れ
銭せ

ん

塘と
う

に
在あ

る
こ
と
六ろ

つ

百
ぴ
や
く

日に
ち

8　

山
中
暫
來
不
暖
席　
　
　

山さ
ん

中ち
ゆ
う

　

暫
し
ば
ら

く
来き

た
っ
て
席せ

き

を
暖

あ
た
た

め
ず

9　

今
君
欲
作
靈
隱
居　
　
　

今い
ま　

君き
み　

霊れ
い

隠い
ん

の
居き

よ

を
作な

し
て

10　

葛
衣
草
屨
隨
僧
蔬　
　
　

葛か
つ

衣い　

草そ
う

屨く　

僧そ
う

蔬そ

に
随

し
た
が

わ
ん
と
欲ほ

つ

す

11　

能
與
冷
泉
作
主
一
百
日　

能よ

く
冷れ

い

泉せ
ん

の
与た

め

に
主

あ
る
じ

と
作な

る
こ
と
一い

つ

百
ぴ
や
く
く

日に
ち

せ
ば　

12　

不
用
二
十
四
考
書
中
書　

用も
ち

い
ず　

二に

十
じ
ゆ
う

四し

考こ
う　

中
ち
ゆ
う

書し
よ

に
書し

よ

す
る
を

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。

○
詩
題
を
宋
本
・
王
本
で
は「
霊
隠
前
一
首
贈
唐
林
夫
」に
つ
く
る
。
○
林
夫　

唐と
う

坰け
い

の
こ
と
。
林り

ん

夫ぷ

は
そ
の
字
。
か
つ
て
杭
州
知
事
で
あ
っ

た
唐
詢（
一
〇
〇
五
～
六
四
）の
子
。『
宋
史
』巻
三
二
七
に
伝
が
あ
る
。
神
宗
の
ま
え
で
王
安
石
を
批
判
す
る
上
奏
を
し
て
、広
州
軍
資
庫
・
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吉
州
酒
税
に
左
遷
さ
れ
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
九
）』
所
収
の
作
品
番
号
一
七
三
三
・
一
七
三
四
の
注
を
参
照
。
○
霊
隠
寺　

杭
州
を
代
表

す
る
名
刹
。
東
晉
の
咸
和
元
年
（
三
二
六
）
に
梵
僧
慧え

理り

に
よ
っ
て
創は

じ

め
ら
れ
た
。
蘇
軾
「
霊
隠
寺
に
遊
ん
で
、
来
詩
を
得
、
復
た
前
韻

を
用
う
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
二
一
二
頁
）
を
参
照
。

1
○
天
竺　

隋
代
に
霊
隠
寺
か
ら
独
立
し
た
天
竺
寺
の
こ
と
。
二
寺
は
依
然
と
し
て
山
門
を
と
も
に
し
て
い
た
。
白
居
易
「
韜と

う

光こ
う

禅ぜ
ん

師じ

に

寄
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
外
集
巻
上
）
に
「
一
山
門　

両
山
門
と
作な

り
、
両
寺
は
原も

と
一
寺
従よ

り
分
か
る
」
と
あ
る
。
2
○
両
㵎

春
淙　

『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
二
三
に
「
霊
山
の
陰き

た

、
北
㵎
の
陽き

た

は
即
ち
霊
隠
寺
な
り
。
霊
山
の
南
、
南
㵎
の
陽き

た

は
即
ち
天
竺
寺
な
り
。
二

㵎
の
流
水
は
銭
源
泉
と
号
し
、
寺
峰
の
南
北
を
遶め

ぐ

り
て
下
り
、
峰
の
前
に
至
り
て
合
し
て
一
㵎
と
為
る
」
と
あ
る
。
淙
は
、
滝
の
よ
う
な

急
な
流
れ
を
い
う
。
歐
陽
修
「
廬
山
高
し
。
同
年
劉
中
允
の
南
康
に
帰
る
に
贈
る
」
詩
（『
歐
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
五
）
に
「
千
巌
万
壑　

松
檜
響
き
、
懸
崖
の
巨
石　

流
淙
飛
ぶ
、
水
声
聒か

つ

聒か
つ

と
し
て
人
耳
を
乱
し
、
六
月
の
飛
雪　

石せ
つ

矼こ
う

に
灑そ

そ

ぐ
」
と
あ
る
。
春
淙
は
、
雪
解
け

の
水
を
得
て
流
量
の
増
し
た
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
○
霊
鷲　

霊
り
よ
う

鷲じ
ゆ

峰ほ
う

の
こ
と
、飛
来
峰
と
も
い
う
。
東
晉
の
咸
和
元
年（
三
三
六
）

に
霊
隠
寺
を
創
め
た
僧
慧
理
が
、中
天
竺
国
に
あ
る
霊

り
よ
う

鷲じ
ゆ

山せ
ん

（
釈
迦
説
法
の
地
）
の
一
小
峰
が
飛
来
し
た
も
の
と
見
立
て
て
名
づ
け
た
（『
咸

淳
臨
安
志
』
巻
二
三
）。
蘇
軾
「
八
月
十
七
日
、
天
竺
山
よ
り
桂
花
を
送
る
。
分
ち
て
元
素
に
贈
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊

三
五
三
頁
）を
参
照
。
4
○
奔
雷　

激
流
が
と
ど
ろ
く
さ
ま
。
蘇
軾「
又
た
鄭
戸
曹
を
送
る
」詩
の
注（『
蘇
東
坡
詩
集
』第
四
冊
六
一
七
頁
）

を
参
照
。
6
○
肯　

心
に
お
も
う
と
こ
ろ
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
く
れ
る
。
蘇
軾
「
武
道
士
が
賀が

若じ
や
くを

弾
く
を
聴
く
」
詩
に
「
清
風　

終
日　

自
お
の
ず
から

簾
を
開
き
、
涼
月　

今
宵　

肯
て
檐の

き

に
挂
か
る
」
と
あ
る
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
二
）』
を
参
照
）。
○
冷
泉
亭　

唐
の
元
和
十
五
年

（
八
二
〇
）
に
、
杭
州
刺
史
元げ

ん

藇し
よ

に
よ
っ
て
渓
流
の
通
る
池
の
中
央
（
霊
隠
寺
の
西
南
隅
）
に
建
て
ら
れ
た
。
白
居
易
は
、
杭
州
刺
史
在

任
中
の
長
慶
三
年
（
八
二
三
）、「
冷
泉
亭
の
記
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
四
三
）
を
作
り
、「
東
南
の
山
水
、
餘
杭
郡
を
最
と
為
し
、
郡

に
就
い
て
言
え
ば
、
霊
隠
寺
を
尤
（
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
る
）
と
為
し
、
寺
観
に
由
れ
ば
、
冷
泉
亭
を
甲
（
第
一
）
と
為
す
」
と
、
冷
泉
亭

を
杭
州
の
な
か
で
山
水
の
最
も
美
し
い
場
所
だ
と
讃
え
た
。
翌
年
杭
州
を
去
る
と
き
に
「
天
竺
・
霊
隠
の
両
寺
に
留
題
す
」
詩
（『
白
居

易
集
箋
校
』
巻
二
三
）
に
「
誰
か
冷
泉
の
水
を
し
て
、
我
を
送
り
て
山
を
下
り
来
た
ら
し
む
」
と
、
冷
泉
亭
を
め
ぐ
る
水
流
を
愛
で
た
。

○
縈
回　

山
々
を
ぬ
っ
て
め
ぐ
り
流
れ
る
こ
と
。
蘇
軾
「
荊
門
の
恵
泉
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
一
八
二
頁
）
を
参
照
。
7
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○
我
在
一
句　

六
百
日
と
い
う
表
現
は
、
白
居
易
「
天
竺
・
霊
隠
の
両
寺
に
留
題
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
三
）
の
「
郡
に
在

り
て
六
百
日
、
山
に
入
る
こ
と
十
二
回
」
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
蘇
軾
「
予　

杭
を
去
る
こ
と
十
六
年
に
し
て
復
た
来
た
り
…
…
三
絶

句
を
作
る
」
そ
の
三
に
「
郡
に
在
る
こ
と
前
に
依
り
て
六
百
日
、
山
中　

記
せ
ず　

幾
回
か
来
た
れ
る
」
と
詠
じ
て
い
る
（『
蘇
軾
詩
注

解
（
十
一
）』
の
注
を
参
照
）。
10
○
葛
衣
一
句　

葛
衣
は
、
山
野
に
自
生
す
る
く
ず
か
ず
ら

4

4

4

4

4

の
繊
維
で
織
り
上
げ
た
布
衣
。
僧
蔬
は
、
僧

侶
の
粗
末
な
食
事
を
い
う
。蘇
軾
は
黄
州
に
流
謫
さ
れ
て
い
た
と
き
の
自
ら
の
生
活
を
、「
章
子
厚
参
政
に
与
う
る
書　

二
首
」そ
の
一（『
蘇

軾
文
集
』
巻
四
九
）
に
「
僧
舍
に
寓
し
、
布
衣
・
蔬
食
に
し
て
、
僧
の
一
餐
に
随
う
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
唐
坰
が
霊
隠
寺
で
生
活
す
る

こ
と
を
い
う
。
12
○
不
用
一
句　

『
旧
唐
書
』
郭
子
儀
伝
に
「
天
下
は
其
の
身
を
以
て
安
・
危
と
為
す
者こ

と

、
殆
ど
二
十
年
、
中
書
令
の
考　

二
十
有
四
を
校か

ぞ

う
」
と
あ
り
、
郭
子
儀
は
唐
王
朝
の
玄
宗
・
粛
宗
・
代
宗
・
徳
宗
の
四
代
、
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
唐
朝
の
軍
事
を
統

帥
し
、
最
高
位
を
極
め
て
、
二
十
四
回
に
及
ぶ
人
事
考
課
を
す
る
中
書
令
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
郭
子
儀
の
よ
う
に
高
位
高
官
と
し
て

政
治
の
中
枢
に
長
く
と
ど
ま
る
こ
と
な
ど
い
ら
な
い
と
い
っ
て
、
王
安
石
に
反
目
し
て
左
遷
さ
れ
た
唐
坰
を
労
っ
て
い
る
。

　

霊
隠
寺
の
前
を
流
れ
、
天
竺
寺
の
後

う
し
ろ

を
流
れ
て
、
ふ
た
つ
の
春
の
急
流
が
ひ
と
つ
と
な
る
霊

り
よ
う

鷲じ
ゆ

峰ほ
う

、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
や
っ

て
来
た
の
か
と
思
わ
れ
る
水
が
、
雷
が
轟
く
よ
う
な
音
を
た
て
て
波
立
ち
な
が
ら
谷
間
に
向
か
っ
て
流
れ
く
だ
っ
て
い
く
。

　

そ
の
水
は
無
情
な
の
か
、
こ
こ
ろ
有
っ
て
の
こ
と
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
冷
泉
亭
の
下
方
に
向
か
っ
て
や
さ
し
く
と
り
ま
い

て
流
れ
て
く
れ
る
。
か
つ
て
わ
た
し
は
銭
塘
に
六
百
日
も
い
た
け
れ
ど
、
山
中
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

い
ま
あ
な
た
は
霊
隠
寺
に
居
を
か
ま
え
、
葛
衣
と
藁わ

ら

沓ぐ
つ

と
い
う
出
で
立
ち
で
僧
と
と
も
に
暮
ら
さ
れ
る
と
い
う
。
冷
泉
亭
の
あ

る
じ
と
な
っ
て
百
日
も
過
ご
せ
る
な
ら
、（
郭
子
儀
の
よ
う
に
）
長
く
高
位
高
官
の
地
位
に
あ
る
こ
と
な
ど　

な
に
ほ
ど
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

　

 

（
担
当　

中　

純
子
）
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一
八
八
五
・
一
五
八
六
（
施
三
二
―
一
五
・
一
六
）

滕
逹
道
挽
詞
二
首

滕と
う

達た
つ

道ど
う

が
挽ば

ん

詞し　

二に

首し
ゆ

一
八
八
五

そ
の
一

1　

先
帝
知
公
早　
　
　

先せ
ん

帝て
い　

公こ
う

を
知し

る
こ
と
早は

や

く

2　

虛
懷
第
一
人　
　
　

懐
こ
こ
ろ

を
虚む

な

し
ゅ
う
す　

第だ
い

一い
ち

人に
ん

3　

至
今
詩
禮
將　
　
　

今い
ま

に
至い

た

る
ま
で
詩し

・
礼れ

い

の
将

し
よ
う

4　

獨
數
武
宣
臣　
　
　

独ひ
と

り
武ぶ

・
宣せ

ん

の
臣し

ん

を
数か

ぞ

う
る
の
み

5　

材
大
雖
難
用　
　
　

材さ
い

の
大だ

い

な
る
は
用も

ち

い
ら
れ
難が

た

し
と
雖

い
え
ど

も

6　

時
來
亦
少
信　
　
　

時と
き

来き

た
れ
ば
亦ま

た
少す

こ

し
く
信の

ぶ

7　

高
平
風
烈
在　
　
　

高こ
う

平へ
い　

風ふ
う

烈れ
つ

在あ

り

8　

威
敏
典
刑
新＊　
　
　

威い

敏び
ん　

典て
ん

刑け
い

新あ
ら

た
な
り

9　

空
試
乘
邊
策　
　
　

空む
な

し
く
辺へ

ん

に
乗

じ
よ
う

ず
る
策さ

く

を
試

こ
こ
ろ

み
ら
る

10　

寧
留
相
漢
身　
　
　

寧い
ず

く
ん
ぞ
漢か

ん

に
相

し
よ
う

た
る
身み

を
留と

ど

め
ん
や

11　

淒
涼
舊

曲　
　
　

淒せ
い

涼り
よ
うた

り　

旧
き
ゆ
う

部ぶ

曲
き
よ
く

12　

淚
濕
冢
前
麟　
　
　

涙
な
み
だ

は
湿

う
る
お

す　

冢
ち
よ
う

前ぜ
ん

の
麟り

ん
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〔
原
注
〕
公
少
知
於
范
希
文
孫
元
規
（
公こ

う　

少わ
か

く
し
て
范は

ん

希き

文ぶ
ん

・
孫そ

ん

元げ
ん

規き

に
知し

ら
る
）

○
滕
達
道　

滕
元
発
（
一
〇
二
〇
―
九
〇
）
の
こ
と
。
達
道
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。
東
陽
（
浙
江
省
）
の
人
。
知
制
誥
、
知
諫
院
、
御
史
中
丞
、
知

開
封
府
な
ど
を
歴
任
し
、
辺
境
を
堅
く
守
っ
て
名
将
と
称
さ
れ
た
。『
宋
史
』
巻
三
三
二
に
伝
が
あ
る
。
そ
の
墓
誌
銘
「
故

図
閣
学
士

滕
公
の
墓
誌
銘
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
一
五
。
以
下
、「
滕
公
の
墓
誌
銘
」
と
略
す
）
は
、張
方
平
に
代
わ
っ
て
蘇
軾
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

１
○
先
帝
一
句　

先
帝
は
、
神
宗
の
こ
と
。
滕
元
発
が
重
用
さ
れ
る
前
に
、
英
宗
は
彼
の
名
を
書
し
て
禁
中
に
蔵
し
て
い
た
。
後
を
継
い

だ
神
宗
は
こ
れ
を
知
り
、
即
位
後
す
ぐ
に
滕
を
召
し
て
「
治
乱
の
道
」
を
問
う
た
と
い
う
（「
滕
公
の
墓
誌
銘
」、『
宋
史
』
滕
元
発
伝
）。

2
○
虚
懐
一
句　

神
宗
と
滕
元
発
と
の
間
柄
に
つ
い
て
、「
滕
公
の
墓
誌
銘
」
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。「
帝
の
前
に
在
り
て
事
を
論
ず
る

こ
と
、家
人
父
子
の
如
く
、言
に
文ぶ

ん

飾
し
よ
く

無
く
、肝か

ん

鬲か
く

を
洞
見
す
。
帝
其そ

の
誠
を
ば
尽
く
す
を
知
り
、事
は
鉅き

よ

細さ
い

と
無
く
、人
は
親
疎
と
無
く
、

輒す
な
わち

以
て
公
に
問
う
」。
3
○
詩
礼
将　

詩
書
礼
楽
を
修
め
た
将
軍
。『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
七
年
に
、
晉
の
文
公
が
三
軍
を
設
け
、

元
帥
を
誰
に
す
る
か
を
謀
っ
た
記
事
が
あ
る
。
こ
の
と
き
趙

ち
よ
う

衰す
い

が
郤げ

き

穀こ
く

を
推
薦
し
て
、「
郤
穀
可
な
り
。
臣　

亟し
ば

し
ば
其
の
言
を
聞
け
り
。

礼
・
楽
を
説

よ
ろ
こ

び
て
、
詩
・
書
に
敦あ

つ

し
。
詩
・
書
は
義
の
府
な
り
。
礼
・
楽
は
徳
の
則
な
り
。
徳
義
は
利
の
本も

と

な
り
…
…
君き

み

其
れ
之
を
試
み

よ
」
と
言
い
、
郤
穀
が
元
帥
（
中
軍
の
将
）
と
な
っ
た
。
4
○
武
宣
臣　

漢
の
武
帝
と
宣
帝
の
代
の
朝
臣
。
多
く
の
名
臣
が
出
た
と
さ
れ

る
。
班
固
「
両
都
の
賦
」
の
序
（『
文
選
』
巻
一
）
に
、「
武
・
宣
の
世
に
至
り
て
、
乃
ち
礼
官
を
崇

た
つ
と

び
文
章
を
考

か
ん
が

う
」
と
あ
る
。
ま
た
、

『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
（
公
孫
弘
は
武
帝
の
世
に
登
用
）
の
論
賛
に
は
、
武
帝
が
文
武
の
人
材
を
求
め
て
、「
漢
の
人
を
得
る
や
、
茲こ

こ

に
於
て

盛
ん
と
為
す
」
と
い
う
時
代
を
迎
え
た
こ
と
。
こ
れ
を
承
け
て
宣
帝
の
世
に
も
更
に
人
材
を
集
め
て
大
業
を
修
め
た
こ
と
が
、
数
多
く
の

名
臣
の
名
と
共
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
5
○
材
大
一
句　

「
子
由
が
「
木
山
に
水
を
引
く
」
に
和
す　

二
首
」
そ
の
二
の
注
（『
蘇
東
坡
詩

集
』
第
一
冊
五
七
五
頁
）
を
参
照
。
6
○
信　

伸
び
る
。『
周
易
』
繫
辞
下
伝
に
「
尺せ

つ

蠖か
く

の
屈
す
る
は
、
以
て
信の

び
ん
こ
と
を
求
む
る
な

り
」
と
あ
る
。
7
○
高
平
一
句　

高
平
は
、
山
西
省
の
地
名
。
こ
こ
で
は
北
宋
の
名
臣
范
仲
淹
（
九
八
九
―
一
〇
五
二
）
を
指
す
。
范
仲

淹
「
太
清
宮
九
詠
の
序
」（『
范
文
正
公
集
』
巻
六
）
に
、「
高
平
の
范
仲
淹　

序
す
」
と
あ
る
。
風
烈
は
、り
っ
ぱ
な
遺
風
。
司
馬
相
如
「
子

虚
の
賦
」（『
文
選
』
巻
七
）
に
、「
楚
地
の
有
無
を
問
え
る
は
、
大
国
の
風
烈
、
先
生
の
余
論
を
聞
か
ん
こ
と
を
願
え
ば
な
り
」
と
あ
る
。
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滕
元
発
は
范
仲
淹
の
外
孫
で
、師
弟
関
係
に
も
あ
っ
た
。「
滕
公
の
墓
誌
銘
」に
、「
范
希
文
は
、皇
考
の
舅
な
り
。
公
を
見
て
之
を
奇
と
し
、

教
う
る
に
文
を
以
て
す
」（
希
文
は
范
仲
淹
の
字
）
と
あ
る
。
8
○
威
敏
一
句　

威
敏
は
、
孫そ

ん

沔べ
ん

（
九
九
六
―
一
〇
六
六
）
の
謚

お
く
り
な。

孫
沔

は
字
を
元
規
と
い
い
、
会
稽
（
浙
江
省
）
の
人
で
、
礼
部
侍
郎
、
枢
密
副
使
な
ど
を
歴
任
し
た
。
ま
た
三
た
び
知
慶
州
と
な
り
、
辺
境
を

よ
く
守
っ
た
。
滕
元
発
が
進
士
及
第
後
に
湖
州
通
判
と
な
っ
た
際
、
知
杭
州
の
任
に
在
っ
た
孫
沔
に
会
い
、「
名
臣
な
り
、
後
に
当ま

さ

に
賢

将
と
為
る
べ
し
」
と
言
わ
れ
、
要
害
を
治
め
辺
境
を
守
る
要
略
を
授
か
っ
た
（「
滕
公
の
墓
誌
銘
」）。
典
刑
は
、
本
物
で
は
な
い
が
、
元

の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
。「
呂り

よ

穆ぼ
く

仲
ち
ゆ
う

寺
丞
に
寄
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
六
四
頁
）
を
参
照
。
9
○
乗
辺
策　

辺

境
を
守
る
は
か
り
ご
と
。『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
、「
関
内
の
兵
を
興お

こ

し
て
、
塞
に
乗
ぜ
し
む
」
と
あ
り
、
集
解
に
李
奇
を
引
い
て
「
乗
は
、

守
な
り
」
と
い
う
（『
漢
書
』
高
帝
紀
上
の
顔
師
古
の
注
に
よ
れ
ば
、
乗
は
登
る
意
）。
10
○
相
漢　

杜
甫
「
韋い

左さ
し
よ
う相

に
上

た
て
ま
つる　

二
十
韻
」

詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
三
）
に
、「
韋い

賢け
ん　

初
め
て
漢
に
相
た
り
、
范は

ん

叔し
ゆ
く

　

已
に
秦
に
帰
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
韋
賢
伝
に
「
本ほ

ん

始し

八
年
、
蔡
義
に
代
わ
り
て
丞
相
と
為
る
」
と
あ
る
。
11
○
部
曲　

軍
隊
に
お
け
る
編
制
単
位
。
こ
こ
で
は
滕
元
発
の
老
部
下
た
ち
を
い

う
。『
漢
書
』
李
広
伝
に
「
出
で
て
胡
を
撃
つ
に
及
ん
で
、
広
は
行
く
に
部
曲
・
行こ

う

陳じ
ん

無
し
」
と
あ
り
、
顔
師
古
は
『
続
漢
書
百
官
志
』

を
引
い
て
、
大
将
軍
の
も
と
に
五
部
（
そ
の
長
は
校
尉
）
が
あ
り
、
そ
の
下
に
曲
（
そ
の
長
は
軍
候
）
が
置
か
れ
る
と
い
う
。
12
○
冢
前

麟　

墓
前
の
麒
麟
の
像
。
杜
甫
「
曲
江　

二
首
」
そ
の
一
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）
に
、「
江
上
の
小
堂
に
翡ひ

翠す
い

巣
く
い
、
苑
辺
の
高
塚
に

麒
麟
臥ふ

す
」
と
あ
る
。〔
原
注
〕
○
7
句
と
8
句
の
注
を
参
照
。

　

先
帝
は
つ
と
に
あ
な
た
と
い
う
人
物
を
よ
く
ご
存
じ
だ
っ
た
、
心
を
虚
し
く
し
て
そ
の
意
見
を
お
聞
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
あ
な
た
の
右
に
出
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
今
に
至
る
ま
で
、
あ
な
た
の
如
き
詩
書
礼
楽
を
お
さ
め
た
名
将
は
、
武
帝
・
宣
帝

の
盛
世
の
臣
下
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
だ
。

　

材さ
い

の
大
い
な
る
も
の
は
用
い
ら
れ
が
た
い
も
の
だ
が
、
時
が
来
れ
ば
少
し
は
活
躍
の
場
を
得
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
な
た
の
す
ぐ

れ
た
風
格
は
高
平
の
范
文
正
公
さ
な
が
ら
で
、
ま
た
在
り
し
日
の
孫
威
敏
公
の
人
格
を
目
の
当
た
り
に
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

な
の
に
た
だ
辺
境
の
防
備
に
使
わ
れ
る
ば
か
り
で
、
一
国
の
宰
相
と
な
る
べ
き
身
を
（
朝
に
）
留
め
お
か
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
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し
ま
れ
る
。
あ
な
た
が
嘗
て
率
い
て
き
た
老
部
下
た
ち
は
哀
し
み
に
泣
き
、
墓
前
の
麒
麟
像
が
そ
の
涙
で
ぬ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
八
六

そ
の
二

1　

雲
夢
連
江
雨　
　
　

雲う
ん

夢ぼ
う　

江こ
う

に
連つ

ら

な
る
雨あ

め

2　

樊
山
落
木
秋　
　
　

樊は
ん

山ざ
ん　

落ら
く

木ぼ
く

の
秋あ

き

3　

公
方
占
賈
鵩　
　
　

公こ
う　

方ま
さ

に
賈か

鵩ふ
く

を
占

う
ら
な

い

4　

我
正
買
龔
牛　
　
　

我わ

れ
正ま

さ

に
龔

き
よ
う

牛ぎ
ゆ
うを

買か

う

5　

共
有
江
湖
樂　
　
　

共と
も

に
江こ

う

湖こ

の
楽た

の

し
み
有あ

る
も

6　

倶
懷
畎
畝
憂　
　
　

倶と
も

に
畎け

ん

畝ぼ

の
憂う

れ

い
を
懐い

だ

く

7　

荊
溪
欲
歸
老　
　
　

荊け
い

渓け
い　

帰き

老ろ
う

せ
ん
と
欲ほ

つ

し
て

8　

浮
玉
偶
同
遊　
　
　

浮ふ
ぎ
よ
く玉　

偶た
ま

た
ま
同と

も

に
遊あ

そ

ぶ

9　

骯
髒
儀
刑
在　
　
　

骯こ
う

髒そ
う　

儀ぎ

刑け
い

在あ

り

10　

驚
呼
歲
月
遒　
　
　

驚き
よ
う
こ呼

す　

歳さ
い

月げ
つ

の
遒せ

ま

る
を

11　

回
頭
雜
歌
哭　
　
　

頭
こ
う
べ

を
回め

ぐ

ら
せ
ば
歌か

哭こ
く

を
雑ま

じ

う

12　

挽
語
不
成
謳　
　
　

挽ば
ん

語ご　

謳う
た

を
成な

さ
ず

1 

2
○
雲
夢
・
樊
山
二
句　

雲
夢
は
、雲
夢
の
沢
の
こ
と
。
洞
庭
湖
の
北
一
帯
に
あ
っ
た
広
大
な
沼
沢
地
。「
呂
梁
の
仲
屯
田
に
次
韻
す
」

詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
三
四
一
頁
）
を
参
照
。
樊
山
は
、鄂が

く

州し
ゆ
う（

湖
北
省
）
の
山
名
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
一
二
、鄂
州
武
昌
県
）。
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蘇
軾
に
、
黄
州
謫
居
時
に
書
い
た
「
樊
山
を
記
す
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
七
一
）
が
あ
る
。
こ
の
二
句
に
つ
い
て
王
文
誥
は
、
安
州
に
流
さ

れ
て
い
た
滕
元
発
が
都
に
赴
く
途
中
、
黄
州
に
在
る
蘇
軾
と
会
う
約
束
を
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
頃
の
こ
と
と
考
証
す
る
。
蘇
軾
か
ら
滕

元
発
へ
の
書
簡
「
滕
元
発
に
与
う　

六
十
八
首
」
そ
の
十
八
、
そ
の
二
十
六
（『
蘇
軾
文
集
』
巻
五
一
）
を
参
照
。
3
○
占
賈
鵩　

鵩
は

フ
ク
ロ
ウ
、
ミ
ミ
ズ
ク
の
類
で
、
不
吉
な
鳥
と
さ
れ
た
。
漢
の
賈
誼
が
長
沙
に
流
さ
れ
た
と
き
、
自
室
に
鵩
鳥
が
入
っ
て
き
た
の
で
、
自

ら
の
運
命
を
嘆
い
て
「
鵩
鳥
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
三
）
を
作
っ
た
。「
秋
懐　

二
首
」
そ
の
一
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
六
〇
頁
）

を
参
照
。
4
○
買
龔
牛　

渤
海
太
守
と
な
っ
た
漢
の
龔
遂
が
、
刀
剣
を
帯
び
た
農
民
た
ち
に
対
し
て
、
刀
剣
を
売
っ
て
牛
や
犢

こ
う
し

を
買
わ
せ

た
故
事
（『
漢
書
』
龔
遂
伝
）
を
ふ
ま
え
る
。「
山
村
五
絶
」
そ
の
二
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
〇
七
頁
）
を
参
照
。
5
○
江
湖

楽　

韓
愈
「
孟
東
野
に
与
う
る
書
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
五
）
に
、「
今
年
の
秋
に
到
っ
て
、
聊
か
復
た
辞
し
去
ら
ん
。
江
湖
は
余
が
楽

し
み
な
り
。
足
下
と
終
え
な
ば
、
幸
い
な
り
」
と
あ
る
。
6
○
畎
畝　

田
畑
の
用
水
路
と
あ
ぜ
。
延
い
て
、
農
民
、
民
間
の
意
。『
漢
書
』

劉
向
伝
に
、「
念お

も

う
に
忠
臣
は
畎
畝
に
在
り
と
雖
も
、猶
お
君
を
忘
れ
ざ
る
は
、惓け

ん

惓け
ん

の
義
な
り
」と
あ
る
。
7 

8
○
荊
渓
・
浮
玉　

荊
渓
は
、

浙
江
省
常
州
を
流
れ
る
川
の
名
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
九
二
、常
州
宜
興
県
）。
浮
玉
は
、金
山
（
江
蘇
省
鎮
江
）
の
異
称
。「
常
・
潤
の
道
中
、

銭
塘
を
懐
う
有
り
て
、
述
古
に
寄
す　

五
首
」
そ
の
三
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
二
八
六
頁
）
を
参
照
。
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）

八
月
、
蘇
軾
は
滕
元
発
ら
と
金
山
に
遊
び
、「
滕
元
発
・
許
仲
塗
・
秦
少
游
に
次
韻
す
」（『
合
注
』
巻
二
四
）
を
詠
じ
た
。
こ
の
と
き
二

人
の
間
に
は
、
常
州
宜
興
県
に
土
地
を
得
て
住
ま
お
う
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
句
は
そ
の
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。『
蘇
軾
年
譜
』
中
冊
六
四
五
頁
、お
よ
び
蘇
軾
の
書
簡
「
滕
元
発
に
与
う　

六
十
八
首
」
そ
の
四
十
四
、四
十
五
、四
十
六
（『
蘇
軾
文
集
』

巻
五
一
）
を
参
照
。
9
○
骯
髒　

剛
直
で
屈
し
な
い
さ
ま
。
李
白
「
魯
郡
の
堯
の
祠
に
て
張
十
四
の
河
北
に
遊
ぶ
を
送
る
」
詩
（『
李
太

白
全
集
』巻
一
七
）に
、「
張
公
子
の
如
き
有
り
、
骯
髒
と
し
て
風
塵
に
在
り
」と
あ
る
。
○
儀
刑　

の
り
。
模
範
。
ま
た
、の
り
0

0

と
す
る
。『
詩

経
』
大
雅
（
文
王
の
什
）「
文
王
」
に
、「
文
王
に
儀
刑
し
て
、
万
邦
孚ま

こ
とを

作な

さ
ん
」
と
あ
る
。
11
○
雑
歌
哭　

歌
う
こ
と
と
哭
す
る
こ
と

と
は
、
同
事
に
成
立
し
な
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
激
情
で
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
る
こ
と
を
い
う
。『
論
語
』
述
而

に
、「
子　

是
の
日
に
於

て
哭
す
れ
ば
、
則
ち
歌
わ
ず
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
周
礼
』
春
官
「
女
巫
」
に
、「
凡
そ
邦く

に

の
大
災
は
、
歌
哭
し
て
請
う
」
と
あ
り
、
鄭
玄

の
注
に
「
歌
う
者
有
り
、
哭
す
る
者
有
る
は
、
悲
哀
を
以
て
神
霊
を
感
ぜ
し
め
ん
こ
と
を
冀

こ
い
ね
がう

な
り
」
と
あ
る
。
万ま

ん

里り

集
し
ゆ
う

九く

は
、
歌
の
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字
は
滕
元
発
と
金
山
に
遊
ん
だ
と
き
の
こ
と
を
、
哭
の
字
は
元
発
を
喪
っ
た
今
の
こ
と
を
い
う
と
す
る
（『
四
河
入
海
』
巻
二
四
の
三
）。

　

あ
な
た
が
長
江
を
お
お
っ
て
雲う

ん

夢ぼ
う

の
沢た

く

に
降
り
し
き
る
雨
に
濡
れ
て
い
た
こ
ろ
、
私
は
草
木
の
黄
落
す
る
樊は

ん

山ざ
ん

の
秋
の
た
だ
な

か
に
あ
っ
た
。
鵩ふ

く

鳥ち
よ
うに

不
祥
を
見
た
賈か

誼ぎ

の
よ
う
に
、
あ
な
た
が
自
ら
の
運
命
を
占
っ
て
お
ら
れ
た
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
私
は
龔

き
よ
う

遂す
い

の
勧
め
に
な
ら
い
、
牛
を
買
っ
て
耕
作
を
始
め
て
い
た
。
い
ず
れ
も
江
湖
に
暮
ら
す
楽
し
み
を
持
ち
な
が
ら
、
田
野
に
在
っ
て

も
天
下
を
憂
え
る
心
を
抱
い
て
い
た
の
だ
。

　

い
ず
れ
は
荊
渓
の
地
に
帰
休
し
よ
う
と
話
し
合
っ
た
の
は
、
か
つ
て
た
ま
た
ま
金
山
に
共
に
遊
ん
だ
お
り
の
こ
と
。
あ
の
と
き

権
勢
に
阿

お
も
ね

ら
ぬ
立
派
な
風
格
を
仰
ぎ
見
て
以
来
、
瞬
く
間
に
時
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
っ
と
驚
く
。

　

い
ま
二
人
の
交
遊
を
振
り
返
る
と
、
よ
ろ
こ
び
と
悲
し
み
が
激
し
く
交
錯
し
て
、
あ
な
た
を
弔
う
歌
が
ま
る
で
歌
の
か
た
ち
を

成
し
ま
せ
ん
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）

一
八
八
七
（
施
三
二
―
一
七
）

次　

蘇
伯
固
游
蜀
岡
送
李
孝
博
奉
使
嶺
表

蘇そ

伯は
く

固こ

が
蜀

し
よ
く

岡こ
う

に
游あ

そ

ん
で
李り

孝こ
う

博は
く

が
使

つ
か
い

を
嶺れ

い

表ひ
よ
うに

奉ほ
う

ず
る
を
送お

く

る
に
次じ

韻い
ん

す

1　

新　

未
沒
鶴　
　
　

新し
ん

苗び
よ
う

　

未い
ま

だ
鶴つ

る

を
没ぼ

つ

せ
ず

2　

老
葉
方
翳
蟬　
　
　

老ろ
う

葉よ
う　

方ま
さ

に
蟬せ

み

を
翳お

お

う

3　

綠
渠
浸
麻
水　
　
　

緑
り
よ
く

渠き
よ　

麻あ
さ

を
浸ひ

た

す
水み

ず

4　

白
板
燒
松
煙　
　
　

白は
く

板ば
ん　

松ま
つ

を
焼や

く
煙

け
む
り
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5　

笑
窺
有
紅
頰　
　
　

笑わ
ら

っ
て
窺

う
か
が

う
は
紅こ

う

頰
き
よ
う

有あ

り

6　

醉
臥
皆　

顚　
　
　

酔よ

っ
て
臥が

す
る
は
皆み

な
華か

顚て
ん

7　

家
家
機
杼
鳴　
　
　

家い
え

家い
え

に
機き

・
杼ち

よ

鳴な

り

8　

樹
樹
棃
棗
懸　
　
　

樹き

樹ぎ

に
梨り

・
棗そ

う

懸か

か
る

9　

野
無
佩
犢
子　
　
　

野や

に
犢

こ
う
し

を
佩お

ぶ
る
子し

無な

く

10　

府
有
騎
鶴
仙　
　
　

府ふ

に
鶴つ

る

に
騎の

る
仙せ

ん

有あ

り

11　

觀
風
嶠
南
使　
　
　

風ふ
う

を
観み

る　

嶠
き
よ
う

南な
ん

の
使し

12　

出
相
山
東
賢　
　
　

相
し
よ
う

を
出い

だ
す　

山さ
ん

東と
う

の
賢け

ん

13　

渡
江
弔
很
石　
　
　

江こ
う

を
渡わ

た

っ
て
很こ

ん

石せ
き

を
弔

と
む
ら

い

14　
　

嶺
酌
貪
泉　
　
　

嶺み
ね

に
過よ

ぎ

っ
て
貪た

ん

泉せ
ん

を
酌く

ま
ん

15　

與
君
步
徙
倚　
　
　

君き
み

と
歩ほ

し
て
徙し

倚い

し

16　
　

彼
修
連
娟　
　
　

彼か

の
修

し
ゆ
う

と
し
て
連れ

ん

娟け
ん

た
る
を
望の

ぞ

む

17　

願
及
南
枝
謝　
　
　

願ね
が

わ
く
は
南な

ん

枝し

の
謝し

や

す
る
に
及お

よ

ん
で

18　

早
隨
北
雁
翩　
　
　

早は
や

く
北ほ

く

雁が
ん

の
翩

ひ
る
が
える

に
随

し
た
が

え

19　

歸
來
春
酒
熟　
　
　

帰か
え

り
来き

た
ら
ば
春

し
ゆ
ん

酒し
ゆ

熟じ
ゆ
くせ

ん

20　

共
看
山
櫻
然　
　
　

共と
も

に
山さ

ん

桜お
う

の
然も

ゆ
る
を
看み

ん

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。

○
蘇
伯
固　

蘇
堅
の
こ
と
。
伯
固
は
そ
の
字
。『
蘇
軾
詩
注
解（
八
）』に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
九
六
の
詩
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
な
お
、
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蘇
伯
固
の
も
と
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。
○
蜀
岡　

揚
州
の
北
に
あ
る
お
か
0

0

。『
方
輿
勝
覧
』
巻
四
四
「
揚
州
」
の
条
に
、「
旧
く
よ
り
地
脈

は
蜀
に
通
ず
と
伝
う
。
或
る
ひ
と
、蜀
崗
産
の
茶
、味
は
蒙
頂
の
如
し
と
曰
う
。
故
に
蜀
崗
と
曰
う
」
と
あ
る
。
○
李
孝
博　

字
は
叔
升
。

徐
積
『
節
孝
集
』
巻
八
に
「
李
守
孝
博
を
送
る
」
詩
の
序
が
あ
り
、「
山
陽
太
守
李
公
、
治
行
を
以
て
高
第
し
、
即
ち
広
東
提
点
刑
獄
を
拝

す
」
と
あ
る
。
詩
題
に
い
う
「
使
を
嶺
表
に
奉
ず
」
と
は
広
東
提
点
刑
獄
を
拝
命
し
て
赴
任
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
○
嶺
表　

五
嶺

（
湖
南
省
の
衡
山
か
ら
東
の
方
、海
に
至
る
ま
で
の
山
系
で
大
庾
嶺
な
ど
五
つ
の
嶺
を
い
う
）の
南
側
の
地
域
。
広
東
、広
西
一
帯
を
い
う
。

○
こ
の
詩
は
二
句
毎
に
す
べ
て
対
句
を
配
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

1
○
新
苗
一
句　

植
え
た
ば
か
り
の
稲
の
苗
が
い
ま
だ
鶴
の
姿
を
隠
す
ほ
ど
伸
び
て
は
い
な
い
さ
ま
を
い
う
。
韓
愈
「

州
劉
給
事
使
君

の
「
三
堂
新
題
二
十
一
詠
に
和
し
奉
る
」
そ
の
十
三
の
「
稲と

う

畦け
い

」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
九
）
に
、「
魚
肥
え
て
已
に
秀
で
た
る
を
知
り
、
鶴

没
し
て
初
め
て
深
き
を
覚
ゆ
」
と
あ
る
。「
趙
郎
中
が
蝗
を
捕
え
て
寄
せ
ら
る
る
に
和
し
て
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊

九
一
頁
）
を
参
照
。
2
○
老
葉
一
句　

大
き
く
茂
っ
た
葉
が
蟬
を
蔽
い
隠
す
さ
ま
を
い
う
。
傅
玄
「
蟬
の
賦
」（『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』

巻
三
九
）
に
、「
密
葉
の
重
蔭
に
翳お

お

わ
れ
、
閑
樹
の
粛
清
な
る
に
譟さ

わ

ぐ
」
と
あ
る
。
ま
た
『
晉
書
』
顧
愷
之
伝
に
、「
桓
玄　

嘗
て
一
柳
葉

を
以
て
之
に
給
い
て
曰
く
、「
此
れ
蟬
の
翳か

く

る
る
所
の
葉
な
り
、
取
り
て
以
て
自
ら
蔽
え
ば
、
人　

己
を
見
ず
」
と
」
と
あ
る
。
3
○
緑

渠　

あ
お
く
美
し
い
渓
流
。
張
九
齢
「
南
山
下
の
旧
居
に
閑
放
す
」
詩
（『
曲
江
張
先
生
文
集
』
巻
三
）
に
、「
喬
木　

青
靄
を
凌
ぎ
、
修

篁　

緑
渠
に
媚

う
つ
く

し
」
と
あ
る
。
○
浸
麻　

麻
紙
を
つ
く
る
過
程
で
麻
を
水
に
浸
す
こ
と
。
蘇
軾
は
「
六
合
の
麻
紙
に
書
す
」（『
蘇
軾
文
集
』

巻
七
〇
）
で
、「
成
都
の
浣
花
渓
は
水
の
清
滑
な
る
こ
と
常
に
勝
り
、
麻
楮
を
漚ひ

た

し
て
以
て
紙
を
作
る
。
緊
白
に
し
て
愛
す
可
し
。
…
…

揚
州
に
蜀
岡
有
り
。
岡
上
に
大
明
寺
の
井
有
り
。
味
を
知
る
者
以
て
蜀
の
水
に
相
似
た
り
と
謂
う
。
西
し
て
六
合
に
至
る
。
岡
尽
き
て
水

発
し
、
合
し
て
大
渓
と
為
る
。
渓
の
左
右
の
居
人
も
亦
た
紙
を
造
る
。
蜀
産
と
甚
だ
し
く
は
相
遠
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
蜀
岡
産
の
紙
の
質

を
評
価
し
て
い
る
。
4
○
白
板　

白
木
の
ま
ま
の
門
扉
。
王
維
「
田
家
」
詩
（『
王
右
丞
集
』
巻
一
一
）
に
、「
雀
は
青
苔
の
井
に
乳そ

だ

て
、

鶏
は
白
板
の
扉
に
鳴
く
」
と
あ
る
。
ま
た
白
居
易
「
渭
村
に
退
居
し
て
礼
部
の
崔
侍
郎
、

林
の
銭
舎
人
に
寄
す
る
詩　

一
百
韻
」（『
白

居
易
集
箋
校
』
巻
一
五
）
に
、「
昼

ち
ゆ
う

扉ひ　

白
板
を
扃と

ざ

し
、
夜や

碓た
い　

黄
粱
を
搗つ

く
」
と
あ
る
。
○
焼
松
煙　

墨
を
造
る
煤す

す

を
と
る
た
め
に
松

を
焼
く
煙
。
蘇
軾
は
海
南
島
で
自
ら
墨
を
造
っ
た
お
り
に
、「
海
南
墨
に
書
す
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
七
〇
）
に
、「
海
南
に
松
多
く
、
松
多
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き
が
故
に
煤
富
み
、煤
富
む
が
故
に
択
ぶ
こ
と
有
る
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
5
○
紅
頰　

若
い
女
性
を
い
う
。
李
白
「
王
昭
君　

二
首
」

そ
の
二（『
李
太
白
全
集
』巻
四
）に
、「
昭
君　

玉
鞍
を
払
い
、馬
に
上の

っ
て
紅
頰
啼
く
」と
あ
る
。
ま
た
韓
愈「
晩
秋
、郾え

ん

城
じ
よ
う

夜
会
聯
句
」（『
韓

昌
黎
集
』
巻
八
）
に
、「
青
娥　

長
袖
を
翳か

ざ

し
、紅
頰　

鳴め
い

籥や
く

を
吹
く
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
「
塩
官
に
て
役え

き

を
部
し
、戯
れ
に
同
事
に
呈
し
、

兼
ね
て
述
古
に
寄
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
九
二
頁
）
で
も
、「
夜
来　

履
み
破
り
て　

裘　

縫
を
穿
つ
、
紅
頰
曲
眉　

応
に

夢
に
入
る
べ
し
」
と
詠
じ
て
い
る
。
6
○
華
顚　

し
ら
が
あ
た
ま
の
老
人
の
こ
と
。『
後
漢
書
』
崔
駰
伝
に
、「
包
胥
は
単
辞
も
て
楚
を
存

し
、唐
且
は
華
顚
に
し
て
以
て
秦
を
悟
ら
し
む
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
「
莫ば

く

同
年
と
湖
上
に
飲
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
）』）
で
も
、「
到

る
処　

相
逢
う　

是
れ
偶
然
、
夢
中　

相
対
し
て
各
お
の
華
顚
」と
詠
じ
て
い
る
。
7
○
機
杼　

機
は
は
た
0

0

。
杼
は
ひ0

、横
糸
を
通
す
道
具
。

「
古
詩
十
九
首
」
そ
の
十
「
迢
迢
た
る
牽
牛
星
」（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、「
繊
繊
と
し
て
素
手
を
擢ぬ

き
、
札さ

つ

札さ
つ

と
し
て
機
杼
を
弄
す
」
と

あ
る
。
ま
た
李
白
「
范
金
郷
に
贈
る　

二
首
」
そ
の
二
（『
李
太
白
全
集
』
巻
九
）
に
、「
百
里　

鶏
犬
静
か
に
、
千
廬　

機
杼
鳴
る
」
と

あ
る
。
8
○
梨
棗　

な
し
0

0

と
な
つ
め

0

0

0

。
杜
甫
「
百
憂
集
行
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
〇
）
に
、「
庭
前　

八
月　

梨
棗
熟
し
、
一
日　

樹
に

上
る
こ
と
能
く
千
迴
す
」
と
あ
る
。
9
○
佩
犢　

子
牛
を
身
に
つ
け
る
、
す
な
わ
ち
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
い
う
。
漢
の
龔
遂
は
渤
海

の
太
守
で
あ
っ
た
と
き
、
民
の
所
持
す
る
刀
剣
を
売
ら
せ
、
牛
を
買
わ
せ
た
（『
漢
書
』
龔
遂
伝
）。「
山
村　

五
絶
」
そ
の
二
（『
蘇
東
坡

詩
集
』
第
二
冊
五
〇
七
頁
）
の
注
も
参
照
。
10
○
騎
鶴　

殷い
ん

芸う
ん

の
『
小
説
』
に
み
え
る
、
大
金
を
身
に
つ
け
て
鶴
に
騎
り
、
揚
州
に
上
り

た
い
と
言
っ
た
男
の
話
を
踏
ま
え
て
、
蘇
軾
自
ら
を
仙
人
に
な
ぞ
ら
え
る
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
八
五
八

の
詩
の
注
を
参
照
。
11 

12
○
観
風
・
出
相
二
句　

二
句
は
李
孝
博
が
広
東
提
点
刑
獄
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
山
東
の
賢
人
が

世
に
出
た
こ
と
を
い
う
。
○
観
風　

『
礼
記
』
王
制
に
「
太
師
に
命
じ
て
詩
を
陳つ

ら

ね
、以
て
民
の
風
を
観
る
」
と
あ
る
。
○
嶠
南　

嶺
南
、

嶺
表
に
同
じ
。『
後
漢
書
』
馬
援
伝
に
、「（
馬
）
援　

楼
船
二
千
余
艘
、
戦
士
二
万
余
人
を
将ひ

き

い
て
、
…
…
斬
獲
す
る
こ
と
五
千
余
人
、

嶠
南
悉

こ
と
ご
とく

平
ら
ぐ
」
と
あ
る
。
○
出
相　

王
注
に
引
く
趙
次
公
注
に
、「
李
孝
博
は
山
東
人
な
り
。
而
も
又
た
相
家
の
子
な
り
」
と
あ
る
。

『
漢
書
』
趙
充
国
伝
に
、「
賛
に
曰
く
、
秦
漢
已
来
、
山
東
は
相
を
出
だ
し
、
山
西
は
将
を
出
だ
す
、
と
」
と
あ
る
。
13
○
很
石　

鎮
江
の

甘
露
寺
に
あ
る
石
。「
甘
露
寺
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
七
二
頁
）
で
も
、「
很
石　

庭
下
に
臥
し
、
穹

き
ゆ
う

窿り
ゆ
う

　

伏
羱
の
如
し
」
と

詠
じ
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。
14
○
貪
泉　

広
州
城
外
に
あ
る
泉
。『
世
説
新
語
』
徳
行

に
み
え
る
呉
隠
之
が
母
の
死
を
痛
切
に
嘆
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き
悲
し
む
話
の
劉
孝
標
注
に
『
晉
安
帝
紀
』
を
引
い
て
、「（
呉
）
隠
之　

既
に
至
性
有
り
、
加
う
る
に
廉
潔
を
以
て
し
、
奉
禄
は
九
族
に

頒わ

か
ち
、
冬
月
も
被
無
し
。
桓
玄　

嶺
南
の
敝
を
革

あ
ら
た

め
ん
と
欲
し
て
、
以
て
広
州
刺
史
と
為
す
。
州
を
去
る
こ
と
二
十
里
に
し
て
貪
泉
有

り
。
世
に
伝
う
る
に
、
之
を
飲
む
者
は
其
の
心
に
厭
く
こ
と
無
し
、
と
。
隠
之　

乃
ち
水
上
に
至
り
、
酌
み
て
之
を
飲
む
」
と
あ
る
。
15

○
徙
倚　

さ
ま
よ
う
こ
と
、
た
ち
も
と
お
る
こ
と
。『
楚
辞
』
の
「
遠
遊
」
に
、「
歩
し
て
徙
倚
と
し
て
遥
か
に
思
い
、
怊

ち
よ
う

と
し
てし

よ
う

怳き
よ
うと

し
て
懐
い
に
乖そ

む

く
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
「
餘
杭
の
法
喜
寺
の
寺
後
の
緑
野
亭
に
宿
し
て
、
呉
興
の
諸
山
を
望
ん
で
孫
莘
老
学
士
を
懐
う
」

詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
二
七
二
頁
）
で
も
、「
徙
倚
す　

秋
原
の
上
、淒
涼
た
り　

晩
照
の
中
」
と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。

16
○
修
連
娟　

女
性
の
長
い
眉
が
細
く
曲
が
っ
て
い
る
さ
ま
。
司
馬
相
如
「
上
林
の
賦
」（『
文
選
』
巻
八
）
に
、「
長
眉
は
連
娟
と
し
て
、

微び

睇て
い

は
綿め

ん

藐ば
く

た
り
」
と
あ
り
、
郭
璞
の
注
に
「
連
娟
は
曲
が
っ
て
細
き
を
言
う
な
り
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
こ
れ
を
山
の
美
し
さ
に
用
い
て

い
る
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
五
九
〇
の
詩
の
注
も
参
照
。
17
○
南
枝　

南
に
向
い
た
枝
。
こ
こ
で
は
江
西
と
広

東
の
境
に
あ
る
大
庾
嶺
の
梅
に
つ
い
て
い
う
。
蘇
軾
は
「
虔
州
八
境
の
図　

八
首
」
そ
の
三
で
、「
故
人　

応
に
千
山
の
外
に
在
る
べ
し
、

梅
花
の
遠
信
を
寄
せ
て
来
た
ら
ず
」
と
詠
じ
て
い
て
、
合
注
に
引
く
師
注
に
「
大
庾
嶺
の
梅
は
南
枝
落ち

り
て
北
枝
開
く
。
寒
暖
の
候　

異

な
る
故
な
り
。
嶺
は
虔け

ん

の
西
南
に
在
り
」
と
あ
る
。『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
四
三
九
頁
も
参
照
。
18
○
北
雁　

春
に
な
っ
て
北
に
帰
る

雁
。『
礼
記
』
月
令
に
、「
季
冬
の
月
、
…
…
雁　

北
に
郷む

か
う
」
と
あ
る
。
李
白
「
南
の
か
た
夜
郎
に
流
さ
れ
て
内つ

ま

に
寄
す
」
詩
（『
李

太
白
全
集
』
巻
二
五
）
に
、「
北
雁　

春
に
帰
っ
て　

看み
す

み
す
尽
き
ん
と
欲
し
、南
に
来
た
れ
ば
豫
章
の
書
を
得
ず
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
「
莘

老　

天
慶
観
を
葺
く
。
小
園
に
亭
有
り
…
…
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
四
四
三
頁
）
で
も
、「
春
風
動
か
ん
と
欲
し
て
北
風
微
な
り
、

帰
雁
亭
辺　

雁
の
帰
る
を
送
る
」と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。
19
○
春
酒　

冬
に
醸
し
て
春
に
熟
す
る
酒
。『
詩
経
』豳
風「
七
月
」

に
、「
十
月
稲
を
穫
り
、
此
の
春
酒
を
為つ

く

り
、
以
て
眉
寿
を
介た

す

く
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
春
酒
は
凍と

う

醪ろ
う

な
り
」
と
い
い
、
孔
穎
達
の
疏
に

「
此
の
酒
は
凍
時
に
之
を
醸
す
、故
に
凍
醪
と
称
す
」と
い
う
。
白
居
易「
薔
薇
正
に
開
き
、春
酒
初
め
て
熟
す
。
因
っ
て
劉
十
九
・
張
大
夫
・

崔
二
十
四
を
招
い
て
同と

も

に
飲
む
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
七
）
に
、「
甕お

う

頭と
う

の
竹
葉　

春
を
経
て
熟
し
、
階
底
の
薔
薇　

夏
に
入
り

て
開
く
」
と
あ
る
。
20
○
山
桜　

沈
約
「
早
に
定
山
を
発
す
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
七
）
に
、「
野
棠　

開
い
て
未
だ
落
ち
ず
、
山
桜　

発

し
て
然
え
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
。
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植
え
ら
れ
て
間
も
な
い
稲
の
苗
は
鶴
を
隠
す
ほ
ど
に
は
ま
だ
伸
び
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
き
く
広
が
っ
た
木
の
葉
は
鳴
い
て
い
る

蟬
の
姿
を
翳お

お

っ
て
い
ま
す
。
あ
お
く
美
し
い
渓
流
に
は
紙
を
造
る
麻
を
浸
し
て
あ
り
、
白
木
の
扉
は
墨
を
造
る
松
を
燻
す
煙
で
汚

れ
て
い
ま
す
。

　

笑
い
さ
ざ
め
い
て
こ
ち
ら
を
窺
っ
て
い
る
の
は
村
の
娘
た
ち
、酔
っ
ぱ
ら
っ
て
寝
て
い
る
の
は
み
ん
な
白し

ら

髪が

の
老
人
た
ち
。家
々

か
ら
は
機は

た

織
り
の
音
が
聞
こ
え
、
樹
々
に
は
梨
や
棗
の
実
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
揚
州
の
田
野
に
は
刀
を
売
り
払
っ
て
牛
を
買
わ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
民
は
な
く
、
役
所
に
は
鶴
に
ま
た
が
っ
て
や
っ
て
き
た
仙

人
が
お
り
ま
す
。（
孝
博
ど
の
に
は
）
広
東
に
て
民
情
を
視
察
す
る
お
役
目
に
就
か
れ
ま
し
た
が
、
宰
相
を
生
む
と
い
わ
れ
る
山

東
の
ご
出
身
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

長
江
を
渡
れ
ば
很こ

ん

石せ
き

を
訪
ね
ら
れ
、
大
庾
嶺
を
越
え
れ
ば
貪た

ん

泉せ
ん

の
水
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
あ
な
た
を
お
送
り
が
て
ら

ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
て
き
て
、
は
る
か
南
方
の
た
お
や
か
な
山
々
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

か
な
う
こ
と
な
ら
大
庾
嶺
の
南
側
の
梅
の
花
が
萎
れ
る
こ
ろ
、
北
に
帰
る
雁
と
と
も
に
お
帰
り
な
さ
い
。
そ
の
時
分
に
は
春
の

酒
も
熟
し
て
お
り
ま
し
ょ
う
、
山
の
桜
の
燃
え
る
よ
う
に
咲
く
さ
ま
を
と
も
に
眺
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

（
担
当　

中　

裕
史
）

一
八
八
九
（
施
三
二
―
一
八
）

石
塔
寺
幷
引

石せ
き

塔と
う

寺じ　

幷な
ら

び
に
引い

ん

世
傳
、
王
播
飯
後

詩
、
蓋
揚
州
石
塔
寺
事
也
、
相
傳
如
此
、
戲
作
此
詩
、
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世よ

よ
伝つ

た

う
、「
王お

う

播は

が
「
飯は

ん

後ご

の
鐘

し
よ
う

」
の
詩し

は
、蓋け

だ

し
揚よ

う

州し
ゆ
うの

石せ
き

塔と
う

寺じ

の
事こ

と

な
り
」
と
。
相あ

い

伝つ
た

う
る
こ
と
此か

く
の
如ご

と

し
、

戯た
わ
むれ

に
此こ

の
詩し

を
作つ

く

る

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。

○
石
塔
寺　

揚
州
に
在
っ
た
寺
、
王
播
の
故
事
を
引
く
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
五
、『
詩
話
総
亀
』
前
集
巻
二
四
に
は
、
恵え

し
よ
う
じ

昭
寺
木
蘭
院
と

記
さ
れ
て
い
る
。
○
王
播　

字
は
明め

い

敭よ
う

。
揚
州
の
人
。
貞
元
の
末
（
八
〇
五
）
に
進
士
に
及
第
し
、
の
ち
工
部
郎
中
、
礼
部
尚
書
、
刑
部

尚
書
な
ど
を
歴
任
し
、長
慶
（
八
二
一
―
八
二
四
）
の
と
き
淮
南
節
度
使
と
な
っ
て
再
び
揚
州
を
訪
れ
た
。
文
宗
の
大
和
四
年
（
八
三
〇
）

に
七
十
二
歳
で
卒
す
。『
旧
唐
書
』
巻
一
六
四
と
『
新
唐
書
』
巻
一
六
七
に
伝
が
あ
る
。
○
飯
後
鐘
詩　

王
播
は
、
貧
し
か
っ
た
こ
ろ
恵

昭
寺
木
蘭
院
に
客
と
な
っ
て
食
事
を
供
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
厭
う
僧
た
ち
が
食
事
を
告
げ
る
鐘
を
食
後
に
鳴
ら
し
た
た
め
、
王
播
が
来
る

と
す
で
に
食
事
が
終
わ
っ
て
い
た
。
二
十
余
年
後
、
身
を
立
て
て
節
度
使
と
な
っ
て
再
び
こ
の
寺
を
訪
れ
た
王
播
は
、「
上
堂　

已
に
了お

わ
り
て　

各
お
の
西
東
す
、
慙
愧
す　

闍
黎
の
飯
後
の
鐘
、
二
十
年
来　

塵　

面
を
撲う

つ
、
如
今　

始
め
て
得
た
り　

碧
紗
の
籠
」（『
唐

摭
言
』
巻
七
）
の
絶
句
を
作
っ
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
二
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
七
八
〇
の
詩
の
注
を
参
照
。

　

「
王
播
の
「
飯
後
の
鐘
」
の
詩
は
、揚
州
の
石
塔
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
世
に
伝
わ
る
。
そ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

遊
び
心
で
こ
の
詩
を
作
っ
た
。

1　

饑
眼
眩
東
西　
　
　

饑き

眼が
ん　

東と
う

西ざ
い

に
眩く

ら

み　
　
　

2　

詩
腸
忘
早
晏　
　
　

詩し

腸ち
よ
う

　

早そ
う

晏あ
ん

を
忘わ

す

る

3　

雖
知
燈
是
火　
　
　

燈
と
も
し
びは

是こ

れ
火ひ

と
知し

る
と
雖

い
え
ど

も

4　

不
悟　

非
飯　
　
　

鐘
し
よ
う

の
飯は

ん

に
非あ

ら

ざ
る
を
悟さ

と

ら
ず

5　

山
僧
異
漂
母　
　
　

山さ
ん

僧そ
う

は
漂

ひ
よ
う

母ぼ

に
異こ

と

な
り
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6　

但
可
供
一
莞　
　
　

但た

だ
一い

つ

莞か
ん

を
供

き
よ
う

す
可べ

き
の
み

7　

何
爲
二
十
年　
　
　

何な
ん

為す

れ
ぞ　

二に

十
じ
ゆ
う

年ね
ん

8　

記
憶
作
此　
　
　

記き

憶お
く

し
て　

此こ

の
訕そ

し

り
を
作な

す

9　

齋
廚
養
若
人　
　
　

斎さ
い

廚ち
ゆ
うに　

若
か
く
の
ご
とき

人ひ
と

を
養

や
し
な

わ
ば　

10　

無
益
祗
貽
患　
　
　

益え
き

無な

く
し
て　

祗た

だ
患

わ
ず
ら

い
を
貽の

こ

す
の
み

11　

乃
知
飯
後
　
　
　

乃
す
な
わ

ち
知し

る　

飯は
ん

後ご

の
鐘

し
よ
う

12　

闍
黎
蓋
具
眼　
　
　

闍じ
や

黎り

は
蓋け

だ

し
具ぐ

眼が
ん

な
り

1 

2
○
饑
眼
・
詩
腸
二
句　

一
韓
智

の
聞
書
に
「
王
播
ハ
ヒ
ダ
ル
サ
ニ
、
メ
ボ
シ
ノ
花
ガ
チ
リ
テ
、
西
東
ヲ
モ
弁
ゼ
ザ
ル
ゾ
。
故
ニ
詩

ヲ
ツ
ク
ル
腸
モ
、
詩
ヲ
吟
ジ
得
ズ
シ
テ
、
朝
夕
ヲ
モ
忘
（
ル
ル
）
ゾ
。
上
ノ
句
ニ
モ
詩
ノ
字
ヲ
添
（
エ
）
テ
見
ヨ
ゾ
、
下
ノ
句
ニ
モ
饑
（
ノ
）

字
ヲ
添
（
エ
）
テ
見
ヨ
ゾ
。
サ
ウ
デ
心
ガ
面
白
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
五
の
三
）
と
あ
る
。
詩
腸
は
詩
を
作
り
出
す
詩
人
の
心
を
い
う
。

孟
郊
「
劉
言
史
を
哭
す
」
詩
（『
孟
東
野
詩
集
』
巻
一
〇
）
に
「
詩
人
は
孤
峭
を
業
と
し
、
餓
死
す
る
も
の
良

ま
こ
と

に
已
に
多
し
…
…
精
異
な

り
劉
言
史　

詩
腸　

珠
河
を
傾
く
」
と
あ
る
。
3
○
燈
是
火　

燈
火
は
火
で
あ
る
と
い
う
、あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
さ
す
。『
五
燈
会
元
』

巻
一
八
の
「
泗
州
用
元
禅
師
」
の
条
に
「
早
く
燈
は
是
れ
火
な
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
飯
の
熟
す
る
こ
と
已
に
多
時
な
り
し
な
ら
ん
」
と
あ

る
。
5
○
漂
母　

洗
濯
女
を
い
う
。
飢
え
て
い
た
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
洗
濯
女
に
、「
吾
れ
必
ず
以
て
重
く
母
に
報
い
る
こ
と
有
ら
ん
」

と
言
い
、
の
ち
に
実
際
に
漂
母
に
千
金
を
賜
っ
た
と
い
う
韓
信
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
韋
昭
の
注
に
「
水
を
以
て
絮わ

た

を
撃
ち
て
漂

ひ
よ
う

を

為な

す
、
故
に
漂
母
と
曰
う
」
と
あ
る
（『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝
）。
6
○
莞　

に
っ
こ
り
笑
う
こ
と
。『
論
語
』
陽
貨

に
「
夫
子
は
莞か

ん

爾じ

と
し
て
笑
う
」
と
あ
る
。
9 

10
○
斎

・
無
益
二
句　

『
漢
書
』
高
帝
紀
上
に
「
漢
王
は
西
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
張
良
・
陳
平
諌い

さ

め
て
曰

く
「
…
…
楚
の
兵
罷つ

か

れ
て
食
尽
く
。
此
れ
天
の
之
を
亡
ぼ
す
時
な
り
。
其
の
幾あ

や

う
き
に
因
っ
て
遂
に
之
を
取
ら
ず
ん
ば
、
謂
う
所
の
「
虎

を
養
い
て
自

み
ず
か

ら
患う

れ

い
を
遺の

こ

す
」
な
り
」
と
」
と
あ
る
。
12
○
闍
黎
一
句　

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
四
に
「
師
、
僧
に
問
う
、「
甚い

麽ず

処く

に
か

宿
る
」
と
、
云い

わ

く
、「
山
下
に
宿
る
」
と
。
師
曰
く
、「
甚い

ず

処く

に
か
飯
を
喫
す
」
と
、
曰
く
、「
山
下
に
喫
す
」
と
。
師
曰
く
、「
飯
を
将も

つ
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て
闍
黎
の
与た

め

に
喫
せ
し
め
し
底
の
人
、
還
た
眼
を
具
せ
し
や
」
と
。
僧　

対こ
た

う
る
無
し
」
と
、
僧
に
飯
を
与
え
た
人
が
眼
力
を
も
つ
こ
と

を
い
う
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
用
い
て
、
逆
に
王
播
に
飯
を
与
え
な
か
っ
た
僧
侶
の
眼
力
を
ほ
め
て
い
る
。

　

飢
え
た
詩
人
の
疲
れ
た
眼
に
は
東
も
西
も
な
く
、
詩
作
も
っ
ぱ
ら
の
こ
こ
ろ
で
は
時
の
た
つ
の
も
わ
か
り
は
し
ま
い
。「
燈
火

は
火
だ
」
と
い
う
理
の
当
然
を
知
っ
て
は
い
て
も
、「
鐘
の
音
が
飯
ど
き
で
は
な
い
」
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
だ
。

　

山
寺
の
僧
侶
は
（
韓
信
が
世
話
に
な
っ
た
）
洗
濯
ば
あ
さ
ん
と
は
違
う
の
だ
か
ら
、
た
だ
ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
す
ま
せ
ば
よ
か
っ

た
も
の
を
、
ど
う
し
て
ま
た
二
十
年
の
歳
月
を
へ
て
、
な
お
も
覚
え
て
い
て
こ
ん
な
恨
み
が
ま
し
い
詩
を
作
っ
た
の
か
。

　

お
寺
の
庫く

裏り

に
こ
ん
な
余
計
も
の
を
養
い
お
く
の
は
、
何
の
益
も
無
く
禍
根
を
の
こ
す
だ
け
だ
。
そ
れ
で
わ
か
っ
た
、
飯
の
後

に
鐘
を
つ
い
た
僧
侶
の
眼
力
は
た
い
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
。

 

（
担
当　

中　

純
子
）

一
八
九
〇
（
施
三
二
―
一
九
）

送
晁
美
叔
發
運
右
司
年
兄
赴
闕

晁
ち
よ
う

美び

叔
し
ゆ
く

発は
つ

運う
ん

右ゆ
う

司し

年ね
ん

兄け
い

が
闕け

つ

に
赴

お
も
む

く
を
送お

く

る

1　

我
年
二
十
無
朋
儔　
　
　

我わ

れ
年と

し

二に

十じ
ゆ
うに

し
て
朋ほ

う

儔
ち
ゆ
う

無な

く

2　

當
時
四
海
一
子
由　
　
　

当そ
の

時か
み　

四し

海か
い

に
一い

ち

子し

由ゆ
う

3　

君
來
扣
門
如
有
求　
　
　

君き
み

来き

た
っ
て
門も

ん

を
扣た

た

い
て
求も

と

む
る
有あ

る
が
如ご

と

し

4　

頎
然
鶴
骨
淸
而
修　
　
　

頎き

然ぜ
ん

た
る
鶴か

く

骨こ
つ　

清せ
い

に
し
て
修

し
ゆ
う

な
り

5　

醉
翁
遣
我
從
子
遊　
　
　

酔す
い

翁お
う　

我わ
れ

を
し
て
子し

に
従

し
た
が

っ
て
遊あ

そ

ば
し
む



南山読蘇会

二
五

306

6　

翁
如
退
之
蹈
軻
丘　
　
　

翁お
う

は
退た

い

之し

の
軻か

・
丘

き
ゆ
う

を
蹈ふ

む
が
如ご

と

し

7　

尙
欲
放
子
出
一
頭＊　
　
　

尚な

お
子し

を
放ゆ

る

し
て
一い

っ

頭と
う

を
出い

だ

さ
し
め
ん
と
欲ほ

つ

す

8　

酒
醒
夢
斷
四
十
秋　
　
　

酒さ
け

は
醒さ

め　

夢ゆ
め

は
断た

ゆ　

四し

十
じ
ゆ
う

秋
し
ゆ
う

9　

病
鶴
不
病
骨
愈
虯　
　
　

病
び
よ
う

鶴か
く　

病や

ま
ず　

骨こ
つ

愈い
よ

い
よ
虬

き
ゆ
う

な
り

10　

惟
有
我
顏
老
可
羞　
　
　

惟た

だ
我わ

が
顔か

お

の
み
老お

い
て
羞は

ず
可べ

き
有あ

り

11　

醉
翁
賓
客
散
九
州　
　
　

酔す
い

翁お
う

の
賓ひ

ん

客か
く　

九
き
ゆ
う

州し
ゆ
うに

散さ
ん

ず

12　

幾
人
白
髪
還
相
收　
　
　

幾い
く

人に
ん

か
白は

く

髪は
つ

に
し
て
還ま

た
相あ

い

収お
さ

め
ら
る

13　

我
如
懷
祖
拙
自
謀　
　
　

我わ
れ

は
懐か

い

祖そ

が
如ご

と

く　

自
み
ず
か

ら
謀は

か

る
に
拙

つ
た
な

し

14　

正
作
尙
書
已
過
優　
　
　

正ま
さ

に
尚

し
よ
う

書し
よ

と
作な

ら
ば
已す

で

に
過す

ぎ
て
優ゆ

う

な
ら
ん

15　

君
求
會
稽
實
良
籌　
　
　

君き
み

が
会か

い

稽け
い

を
求も

と

む
る
は
実

ま
こ
と

に
良

り
よ
う

籌
ち
ゆ
う

16　

往
看
萬
壑
爭
交
流＊

＊　
　
　

往ゆ

い
て
看み

よ　

万ば
ん

壑が
く

の
争

あ
ら
そ

い
て
交こ

も

ご
も
流な

が

る
る
を

〔
原
注
〕
嘉

初
、
軾
與
子
由
寓
興
國
浴
室
、
美
叔
忽
見
訪
、
云
、
吾
從
歐
陽
公
遊
久
矣
。
公
令
我
來
、
與
子
定
交
、
謂

子
必
名
世
、老
夫
亦
須
放
他
出
一
頭
地（
嘉か

祐ゆ
う

の
初は

じ

め
、軾

し
よ
く

は
子し

由ゆ
う

と
興こ

う

国こ
く

の
浴よ

く

室し
つ

に
寓ぐ

う

す
。
美び

叔
し
ゆ
く

忽た
ち
まち

訪と

わ
る
。
云い

う
、

「
吾わ

れ

は
欧お

う

陽よ
う

公こ
う

に
従

し
た
が

っ
て
遊あ

そ

ぶ
こ
と
久ひ

さ

し
。
公こ

う

は
我わ

れ

を
し
て
来き

た
っ
て
、
子し

と
交こ

う

を
定さ

だ

め
し
む
」
と
。
謂い

う
、「
子し

は
必

か
な
ら

ず

世よ

に
名な

あ
ら
ん
、
老ろ

う

夫ふ

亦ま

た
須

す
べ
か
らく

他た

を
放ゆ

る

し
て
一い

つ

頭と
う

地ち

を
出い

だ
さ
し
む
べ
し
」
と
）

〔
＊
＊
〕
美
叔
方
乞
越
（
美び

叔し
ゆ
く

　

方ま
さ

に
越え

つ

を
乞こ

う
）

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。

○
晁
美
叔　

晁
端
彦
（
一
〇
三
五
―
九
五
）
の
こ
と
、美
叔
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。
清
豊
（
河
南
省
）
の
人
。「
西
湖
を
懐お

も

い
て
晁
美
叔
同
年
に
寄
す
」
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詩
の
注（『
蘇
東
坡
詩
集
』第
三
冊
五
八
一
頁
）を
参
照
。発
運
使
は
、官
職
名
で
、江
淮
地
方
か
ら
都
へ
の
農
産
物
等
の
運
送
を
つ
か
さ
ど
る
。

右
司
は
、右
司
郎
中
の
略
称
で
、尚
書
省
の
六
部
の
中
の
兵
・
刑
・
工
部
を
所
管
す
る
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』元
祐
五
年
五
月
壬
申
の
条
に
、

「
晁
端
彦
を
江
淮
荊
浙
等
路
の
発
運
使
と
為
す
」
と
あ
る
。
年
兄
は
、
同
年
の
科
挙
の
及
第
者
が
互
い
に
呼
び
合
う
呼
称
。
特
に
年
長
者

に
対
し
て
用
い
る
。
こ
の
詩
は
句
ご
と
に
押
韻
し
て
い
る
（
下
平
十
一
尤
の
韻
）。

1
〇
我
年
一
句　

蘇
軾
は
景
祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
の
生
ま
れ
で
、
孔
凡
礼
『
蘇
軾
年
譜
』
上
冊
五
九
頁
に
よ
れ
ば
、
晁
美
叔
と
の
初
対

面
は
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
三
月
で
、「
二
十
（
歳
）」
は
概
数
。
朋
儔
は
、
と
も
が
ら
。『
世
説
新
語
』
品
藻

に
「
詣い

た

る
と
称
す
る

を
得
ず
、
政ま

さ

に
之
を
朋
と
謂
う
を
得
る
の
み
」
と
あ
り
、
劉
孝
標
の
注
に
「
謝
・
王　

理
に
於
て
、
相あ

い

与と
も

に
朋
儔
と
為
す
な
り
」
と
い

う
。
2
〇
当
時
一
句　

四
海
は
、
四
方
の
海
の
内
、
す
な
わ
ち
天
下
を
さ
す
。『
論
語
』
顔
淵

に
「
四
海
の
内
は
皆
な
兄
弟
な
り
」
と

あ
る
。
子
由
は
、
蘇
轍
の
字
。
嘉
祐
二
年
当
時
、
故
郷
の
四
川
を
出
た
ば
か
り
の
蘇
軾
に
は
、
弟
以
外
に
知
友
が
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

4
〇
頎
然
一
句　

頎
然
は
、
丈
が
長
い
さ
ま
。『
詩
経
』
衛
風
「
碩せ

き

人じ
ん

」
に
「
碩
人　

其
れ
頎
た
り
、
錦
を
衣き

て
褧け

い

衣い

す
」（
褧
は
、
ひ
と

え
）
と
あ
る
。
鶴
骨
は
、
つ
る
の
よ
う
に
や
せ
た
骨
格
。
唐
・
孟
郊
「
石せ

き

淙そ
う　

十
首
」
そ
の
五
（『
孟
東
野
詩
集
』
巻
四
）
に
「
飄

ひ
よ
う

颻よ
う

た

る
鶴
骨
の
仙
、
鼇ご

う

背は
い

の
庭
に
飛
動
す
」
と
あ
る
。
清
而
修
は
、
体
つ
き
が
す
ら
っ
と
し
て
高
い
さ
ま
。
5 

6 

7
〇
酔
翁
・
翁
如
・
尚
欲
三

句　

酔
翁
は
、
欧
陽
修
の
号
。「
酔
翁
亭
の
記
」（『
歐
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
三
九
）
で
知
ら
れ
る
。
三
句
は
原
注
に
あ
る
よ
う
に
、
嘉
祐

二
年
、
晁
端
彦
が
興
国
寺
の
浴
室
院
に
蘇
軾
を
訪
ね
、
蘇
軾
の
才
能
に
対
す
る
歐
陽
修
の
賛
辞
と
期
待
の
言
葉
（「
子
は
必
ず
世
に
名
あ

ら
ん
。
老
夫
亦
た
須
く
他
を
放
し
て
一
頭
地
を
出
だ
さ
し
む
べ
し
」）
を
伝
え
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
蘇
轍
「
亡
兄
子
瞻

端
明
の
墓
誌
銘
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
二
）
等
に
も
見
え
る
。
退
之
は
、
韓
愈
の
字
。
軻
は
、
孟
子
の
名
。
丘
は
、
孔
子
の
名
。
韓
愈
「
張

籍
に
贈
る
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
五
）
に
「
我
が
身　

丘
・
軻
を
蹈
む
、
爵
位　

早
く
綰ま

と

わ
さ
れ
ず
」
と
あ
る
。
8
〇
四
十
秋　

嘉
祐

二
年
（
一
〇
五
六
）
か
ら
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
ま
で
は
三
十
六
年
で
、
四
十
秋
（
年
）
は
概
数
。
9
○
病
鶴
一
句　

病
鶴
は
、
病
ん

だ
鶴
。
や
せ
た
さ
ま
を
い
う
。
白
居
易
「
新
秋
、
病
よ
り
起
く
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
注
』
巻
二
〇
）
に
「
病
み
痩
せ
て　

形
は
鶴
の
如

く
、
愁
え
焦や

つ

れ
て　

鬢び
ん

は
蓬

よ
も
ぎ

に
似
た
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
病
中
、
病
鶴
に
対
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
注
』
巻
二
〇
）
に
「
同
病
の
病

夫　

病
鶴
を
憐
れ
む
、
精
神
損そ

こ

な
わ
ず　

翅し

傷や
ぶ

る

れ
い

」
と
あ
る
。
虯
は
、
み
ず
ち
。『
説
文
解
字
』
に
、「

の
子
の
角
有
る
者
な
り
」
と
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い
う
。
一
句
は
晁
美
叔
が
痩
せ
て
は
い
る
が
元
気
な
こ
と
を
い
う
。
10
〇
惟
有
一
句　

韓
愈
「
侯
参
謀
が
河
中
の
幕
に
赴
く
を
送
る
」
詩

（『
韓
昌
黎
集
』
巻
四
）
に
「
我
が
歯　

豁か
つ

に
し
て
鄙い

や

し
む
可べ

く
、
君
が
顔　

老
い
て
憎
む
可べ

し
」
と
あ
る
。
11
〇
賓
客　

欧
陽
修
の
弟
子

た
ち
を
さ
す
。
〇
九
州　

太
古
に
中
国
全
土
を
九
つ
の
州
に
分
か
っ
た
も
の
で
、
中
国
全
土
を
指
す
。
13 

14
〇
我
如
・
正
作
二
句　

懐
祖

は
、
晉
・
王
述
の
字
。『
晉
書
』
王
羲
之
伝
に
、「
時
に
驃
騎
将
軍
王
述
、
少わ

か

き
よ
り
名
誉
有
り
、
羲
之
と
名
を
斉ひ

と

し
く
す
。
而
る
に
羲
之

甚
だ
之
を
軽か

ろ

ん
じ
、
是
に
由
り
て
情
好
協あ

わ
ず
。
述
は
先
に
会
稽
為た

り
て
、
母
の
喪
を
以
て
郡
境
に
居
る
。
羲
之
は
述
に
代
わ
る
も
、
止た

だ
一
た
び
弔
す
る
の
み
に
し
て
、
遂
に
重
ね
て
詣い

た

ら
ず
。
述
は
角
声
を
聞
く
毎
に
、
羲
之
の
当
に
己
を
候

と
ぶ
ら

う
な
る
べ
し
と
謂お

も

い
、
輒

す
な
わ

ち
洒さ

い

掃そ
う

し
て
之
を
待
つ
。
此
の
如
く
に
し
て
年
を
累
ぬ
る
も
、
羲
之　

竟つ
い

に
顧
み
ず
。
述　

深
く
以
て
恨
み
と
為
す
。
述
の
揚
州
刺
史
為た

る
に

及
び
、
将
に
徴め

し
に
就
か
ん
と
し
て
、
郡
界
を
周
行
す
る
も
、
羲
之
に
過よ

ぎ

ら
ず
。
発
す
る
に
臨
み
、
一
別
し
て
去
る
の
み
。
是
よ
り
先
、

羲
之　

常
に
賓
友
に
謂
い
て
曰
く
、「
懷
祖　

正ま

当さ

に
尚
書
と
作な

る
可
き
の
み
。
老
に
投
じ
て
は
僕
射
を
得
可
し
。
更
に
会
稽
を
求
む
る

は
、
便す

な

わ自
ち
邈ば

く

然ぜ
ん

た
り
」
と
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
13
句
に
い
う
王
述
の
「
拙
」
に
該
当
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
、
王
述
が
王
羲
之

と
の
関
係
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
蘇
軾
は
自
ら
の
人
間
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
「
拙
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
書
は
官
職
名
。

尚
書
省
は
中
央
三
省
の
一
つ
で
、
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
の
六
部
よ
り
成
り
、
各
部
の
長
官
を
尚
書
と
い
う
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』

元
祐
七
年
七
月
癸
卯
の
条
に
「
　

図
閣
学
士
蘇
軾
を
兵
部
尚
書
・
充
鹵
簿
使
と
為
す
」
と
あ
る
。
15 

16
〇
君
求
・
往
看
二
句　

会
稽

は
地
名
。
宋
代
、越
州
会
稽
郡
の
役
所
は
今
の
紹
興
市
（
浙
江
省
）
に
あ
っ
た
。
良
籌
は
、よ
い
は
か
り
ご
と
。
良
策
。
唐
・
陳
子
昂
「
洛

陽
の
主
人
に
答
う
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
八
三
）
に
「
方ま

さ

に
明
天
子
に
謁
し
、
清
宴　

良
籌
を
奉
る
」
と
あ
る
。「
万
壑
争
い
て
交
ご
も
流

る
」
は
、
会
稽
の
山
河
の
美
し
さ
を
い
う
。『
世
説
新
語
』
言
語

に
「
顧
長
康　

会
稽
従よ

り
還
る
。
人　

山
川
の
美
を
問
う
。
顧
云
う
、

「
千
巌　

秀
し
ゆ
う

を
競
い
、
万
壑　

流
れ
を
争
う
。
草
木
其
の
上
に
蒙

た
る
は
、
雲
興お

こ

り
霞
蔚う

つ

た
る
が
若ご

と

し
」
と
」
と
あ
る
。

　

わ
た
し
は
、
二は

た

ち

十
歳
の
こ
ろ
、
友
人
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
そ
の
と
き
は
世
の
中
で
親
し
め
る
の
は
た
だ
子
由
一
人
っ
き
り
だ
っ

た
。
あ
な
た
が
初
め
て
訪
ね
て
く
れ
た
と
き
は
何
か
期
す
る
と
こ
ろ
が
お
あ
り
の
よ
う
で
、
鶴
の
如
く
に
細
身
で
背
が
高
く
、
と

て
も
気
品
が
お
あ
り
で
し
た
。
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（
あ
な
た
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
）「
欧
陽
修
先
生
か
ら
、
わ
た
し
と
付
き
合
う
よ
う
に
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
」。
先
生
ご
自
身
が

孔
子
・
孟
子
の
跡
を
継
い
だ
韓
愈
と
同
じ
立
場
に
お
ら
れ
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
君
に
は
い
っ
そ
う
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
ほ
し

い
、
と
願
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
、
酒
も
夢
も
す
っ
か
り
醒
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
（
今
も
）
相
変
わ
ら
ず
痩
せ
て
は
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
強
靭
に
お
な
り
で
、
わ
た
し
の
老ふ

け
た
顔
が
恥
ず
か
し
い

か
ぎ
り
で
す
。
欧
陽
修
先
生
の
弟
子
た
ち
は
今
ひ
ろ
く
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
老
顔
で
集つ

ど

え
る
人
が
何
人
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
は
王
懷
祖
と
同
じ
く
世
渡
り
の
拙
い
人
間
で
、「（
兵
部
）
尚
書
」
な
ん
て
い
う
官
職
は
あ
ま
り
に
も
身
に
余
る
も
の
。

あ
な
た
が
会
稽
の
長
官
へ
の
赴
任
を
求
め
る
の
は
確
か
に
賢
明
な
選
択
で
す
。

―
そ
の
地
の
川
が
乱
れ
流
れ
る
絶
景
を
こ
そ
、

ご
覧
あ
れ
。

 

（
担
当　

蔡　

毅
）

一
八
九
一
（
施
三
二
―
二
〇
）

王

玉
挽
詞

王お
う

文ぶ
ん

玉ぎ
よ
くが

挽ば
ん

詞し

1　

才
名
誰
似
廣

寒　
　
　

才さ
い

名め
い　

誰た
れ

か
広こ

う

文ぶ
ん

が
寒か

ん

に
似に

た
る

2　

月
斧
雲
斤

肺
肝　
　
　

月げ
つ

斧ぷ　

雲う
ん

斤き
ん　

肺は
い

肝か
ん

を
み
が

く

3　

玄
晏
一
生
都
臥
病　
　
　

玄げ
ん

晏あ
ん　

一い
つ

生
し
よ
う

都す
べ

て
病

や
ま
い

に
臥ふ

す

4　

子
雲
三
世
不

官　
　
　

子し

雲う
ん　

三さ
ん

世せ
い

官か
ん

を
遷う

つ

ら
ず
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5　

幽
蘭
空
覺
香
風
在　
　
　

幽ゆ
う

蘭ら
ん　

空む
な

し
く
覚お

ぼ

ゆ　

香こ
う

風ふ
う

の
在あ

る
こ
と
を

6　

宿
草
何
曾
淚
葉
乾　
　
　

宿
し
ゆ
く

草そ
う　

何な
ん

ぞ
曾か

つ

て
涙る

い

葉よ
う

乾か
わ

か
ん

7　

猶
喜
諸
郞
有
曹
志　
　
　

猶な

お
喜

よ
ろ
こ

ぶ　

諸し
よ

郎ろ
う

に
曹そ

う

志し

有あ

る
こ
と
を

8　

　

還
復
富
波
瀾　
　
　

文ぶ
ん

章
し
よ
う

還ま

た
復ま

た
波は

瀾ら
ん

に
富と

む

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。

○
王
文
玉　

伝
未
詳
。

1
○
才
名
一
句　

広
文
は
、唐
の
鄭て
い

虔け
ん

の
こ
と
。
鄭
広
文
と
呼
ば
れ
た
。
蘇
軾「
鄭
戸
曹
を
送
る
」詩（『
蘇
東
坡
詩
集
』第
四
冊
四
三
〇
頁
）

の
注
を
参
照
。
一
句
は
、
学
才
は
あ
っ
て
も
不
遇
で
、
席
に
敷
く
敷
物
も
無
い
ほ
ど
に
貧
し
い
（「
寒
」）
と
う
た
わ
れ
た
鄭
広
文
に
、
王

文
玉
を
擬
え
て
い
る
。
2
〇
月
斧
雲
斤　

斧
も
斤
も
、お
の
。『
文
心
雕

』鎔
裁

に
、修
辞
に
つ
い
て
説
い
て
、「
譬
え
ば
縄
墨
の
審
分
し
、

斧
斤
の
た
く

削さ
く

す
る
が
ご
と
し
」
と
あ
る
。
〇

肺
肝　

文
章
の
彫

に
凝
る
こ
と
。
韓
愈
「
崔さ

い

立り
つ

之し

評
事
に
贈
る
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』

巻
四
）
に
「
君
に
勧
む　

韜と
う

養よ
う

し
て
徴
招
を
待
て
、
彫

し
て
肝
腎
を
愁
え
し
む
る
を
用
い
ず
」
と
あ
る
。
3
〇
玄
晏
一
句　

玄げ
ん

晏あ
ん

は
、

晉
の
皇こ

う

甫ほ

謐ひ
つ

（
字

あ
ざ
な

は
士
安
）
の
こ
と
。
玄
晏
先
生
と
号
し
た
。
学
識
が
博
く
、
晉
の
武
帝
か
ら
し
ば
し
ば
出
仕
を
請
わ
れ
た
が
、
終
生
官

に
就
か
な
か
っ
た
。
二
十
年
近
く
風
痺
を
患
い
、ま
た
、寒
食
散
（
道
家
が
煉
っ
た
五
石
散
）
の
中
毒
に
悩
ん
だ
（『
晉
書
』
皇
甫
謐
伝
）。

一
句
は
、
王
文
玉
の
姿
を
皇
甫
謐
に
重
ね
て
述
べ
て
い
る
。
4
〇
子
雲
一
句　

子
雲
は
、
漢
の
揚
雄
の
こ
と
。
子
雲
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。
前
漢
の

成
帝
の
時
、「
羽
猟
の
賦
」
を
奏
し
て
給
事
黄
門
郎
に
除
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
、
哀
帝
、
平
帝
と
三
代
の
間
、
官
を
徙う

つ

る
こ
と
が
な
か
っ

た
（『
漢
書
』
揚
雄
伝
）。
一
句
は
、
王
文
玉
の
姿
を
揚
雄
に
重
ね
て
述
べ
て
い
る
。
5
〇
幽
蘭
一
句　

一
句
は
、
幽か

そ

け
き
蘭
と
そ
の
香
り

に
、
才
徳
が
あ
り
な
が
ら
世
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
王
文
玉
を
擬
え
、
亡
く
な
っ
た
後
も
そ
の
徳
が
遺
っ
て
い
る
と
詠
じ
る
。『
四
河
入
海
』

巻
四
の
四
に
引
く
一
韓
智

の
聞
書
に
「
蘭
ホ
ド
草
ノ
中
ニ
徳
ノ
ア
ル
モ
ノ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
幽
ニ
シ
テ
サ
ノ
ミ
世
ニ
知
ラ
ル
ル
事
モ
ナ

キ
ゾ
」
と
あ
り
、
ま
た
「
蘭
ハ
死カ

（
レ
）
タ
レ
ド
モ
、
其
（
ノ
）
香
ハ
変
（
ゼ
）
ザ
ル
ガ
如
（
ク
）
ニ
、
此
（
ノ
）
人
ハ
、
死
（
ス
）
ト

雖
ド
モ
其
ノ
徳
ハ
ノ
コ
リ
テ
有
（
ル
）
ゾ
」
と
あ
る
。
6
〇
宿
草　

も
と
の
根
か
ら
芽
ぶ
く
草
（
宿
根
草
）。
蘇
軾
「
陸

図
詵し

ん

の
挽
詞
」（『
蘇
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東
坡
詩
集
』
第
二
冊
九
四
頁
）
を
参
照
。
○
涙
葉
乾　

樹
が
枯
れ
る
ほ
ど
に
涙
を
流
し
て
、亡
く
な
っ
た
親
を
悼
む
こ
と
。
晉
の
王お

う

裒ほ
う

が
、

司
馬
昭
（
後
に
晉
の
文
帝
と
追
尊
さ
れ
る
）
に
直
言
し
て
斬
罪
と
な
っ
た
父
・
王
儀
の
墓
の
側
に
廬

い
お
り

し
て
、
朝
夕
、
墓
を
拝
し
て
は
号
泣

し
た
た
め
に
、
そ
の
涙
を
浴
び
た
柏は

く

の
樹
が
枯
れ
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
（『
晉
書
』
孝
友
伝
の
王
裒
の
伝
）。
孟
郊
「
古
薄
命
妾
」（『
孟

東
野
詩
集
』
巻
一
）
に
「
青せ

い

山ざ
ん

に
蘼び

蕪ぶ

有
り
、涙
葉　

長
と
こ
し
えに

乾
か
ず
」
と
あ
る
。
7
〇
猶
喜
一
句　

曹
志
（
字
は
允い

ん

恭き
よ
う）

は
、魏
の
曹
植
（
字

は
子し

建け
ん

）
の
子
。
末
子
に
し
て
曹
植
の
後
を
継
い
だ
。『
三
国
志
』
魏
書
・
陳
思
王
曹
植
伝
の
裴
松
之
の
注
に
引
く
「
曹
志
別
伝
」
に
、「
学

を
好
ん
で
才
行
有
り
」
と
あ
り
、
晉
の
武
帝
と
会
見
し
た
際
に
一
晩
語
り
明
か
し
、
甚
だ
器
量
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
一
句
は
、
王
文

玉
が
亡
く
な
っ
て
も
、
そ
の
子
に
器
量
が
あ
る
こ
と
を
、
曹
植
の
後
嗣
と
な
っ
た
曹
志
に
擬
え
て
称
え
て
い
る
。
曹
植
は
、
曹
操
の
第
二

子
。
施
注
な
ど
複
数
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
曹
植
を
曹
志
に
作
る
。
8
〇
波
瀾　

文
辞
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
い
う
。
杜
甫
「
故も

と

の

高こ
う

蜀
州
が
人じ

ん

日じ
つ

に
寄
せ
ら
れ
し
に
追
酬
す　

並
び
に
序
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
三
）
に
「
文
章　

曹
植　

波
瀾
闊ひ

ろ

く
、
服
食　

劉
り
ゆ
う

安あ
ん　

徳

業
尊
し
」
と
あ
る
。

　

才
知
の
誉
れ
高
く
、
そ
れ
で
い
て
、
か
の
鄭て
い

広こ
う

文ぶ
ん

の
貧
寒
ぶ
り
に
並
ぶ
の
は
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
、
月
の
斧
、
雲
の
ま
さ
か
り

を
振
る
っ
て
詩
に
ど
こ
ま
で
も
彫

を
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。
玄げ

ん

晏あ
ん

先
生
皇こ

う

甫ほ

謐ひ
つ

は
、
多
病
の
た
め
、
生
涯
出
仕
し
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
揚
雄
は
、
天
子
三
代
に
わ
た
っ
て
黄
門
郎
の
ま
ま
で
い
て
昇
任
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

幽
蘭
が
枯
れ
て
も
香
気
だ
け
が
そ
の
ま
ま
漂
う
の
と
同
様
、
あ
な
た
の
遺
徳
は
生
前
と
変
わ
り
な
く
感
じ
ら
れ
、
墓
辺
の
草
が

年
を
越
し
て
芽
ぶ
い
て
も
、
あ
な
た
を
偲し

の

ぶ
涙
は
乾
く
暇ひ

ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
う
れ
し
い
こ
と
に
、
ご
子
息
の
中
に
（
曹そ

う

植し
よ
くの

子
の
）
曹
志し

の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
方
が
お
ら
れ
て
、
そ
の
詩
文
は
や
は
り
変
化
に
富
ん
で
お
り
ま
す
よ
。

一
八
九
三
（
施
三
二
―
二
一
）

送
芝
上
人
遊
廬
山
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芝し

上
し
よ
う

人に
ん

が
廬ろ

山ざ
ん

に
遊あ

そ

ぶ
を
送お

く

る

1　

二
年
閱
三
州　
　
　

二に

年ね
ん　

三さ
ん

州し
ゆ
うを

閲す

ぶ

2　

我
老
不
自
惜　
　
　

我わ

れ
老お

い
て
自

み
ず
か

ら
惜お

し
ま
ず

3　

團
團
如
磨
牛　
　
　

団だ
ん

団だ
ん

と
し
て
磨ま

牛ぎ
ゆ
うの

如ご
と

く

4　

步
步
踏
陳
迹　
　
　

歩ほ

歩ほ　

陳ち
ん

迹せ
き

を
踏ふ

む

5　

豈
知
世
外
人　
　
　

豈あ

に
知し

ら
ん
や　

世せ

外が
い

の
人ひ

と

の

6　

長
與
魚
鳥
逸　
　
　

長な
が

く
魚ぎ

よ

鳥ち
よ
うと

逸い
つ

な
る
こ
と
を

7　

老
芝
如
雲
月　
　
　

老ろ
う

芝し

は
雲う

ん

月げ
つ

の
如ご

と

く

8　

炯
炯
時
一
出　
　
　

炯け
い

炯け
い

と
し
て
時と

き

に
一ひ

と

た
び
出い

づ

9　

比
年
三
見
之　
　
　

比ひ

年ね
ん　

三み

た
び
之こ

れ

を
見み

る

10　

常
若
有
所　
　
　
　

常つ
ね

に
適て

き

す
る
所

と
こ
ろ

有あ

る
が
若ご

と

し

11　

逝
將
走
廬
阜　
　
　

逝ゆ

き
て
将ま

さ

に
廬ろ

阜ふ

に
走は

し

ら
ん
と
す

12　

計
闊
道
逾
密　
　
　

計は
か

る
こ
と
闊か

つ

に
し
て
道み

ち

逾い
よ

い
よ
密み

つ

な
り

13　

吾
生
如
寄
耳　
　
　

吾わ

が
生せ

い　

寄よ

す
る
が
如ご

と

き
の
み

14　

出
處
誰
能
必　
　
　

出
し
ゆ
つ

処し
よ　

誰た
れ

か
能よ

く
必ひ

つ

せ
ん

15　

江
南
千
萬
峯　
　
　

江こ
う

南な
ん

の
千せ

ん

万ま
ん

峰ぽ
う

16　

何
處
訪
子
室　
　
　

何い
づ

れ
の
処

と
こ
ろ

に
か
子し

が
室し

つ

を
訪と

わ
ん

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）、
五
十
七
歳
の
作
。
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〇
芝
上
人　

僧
曇ど

ん

秀し
ゆ
う。

蘇
軾
「
曇
秀
に
過よ

ぎ

り
て
送
る
詩
の
後
に
書
す
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
八
）
に
「
僕　

広
陵
に
在
り
て
詩
を
作
り
、

曇
秀
に
送
っ
て
云
わ
く
、「
老
芝
は
雲
月
の
如
く
、
炯
炯
と
し
て
時
に
一ひ

と

た
び
出
づ
」
と
」
と
あ
る
。
〇
廬
山　

山
の
名
。
江
西
省
に
あ

る
名
勝
。
蘇
軾
「
西
林
の
壁
に
題
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
選
』
二
〇
九
頁
）
の
詩
題
の
注
を
参
照
。

1
〇
二
年
閲
三
州　

蘇
軾
は
、
元
祐
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
の
二
年
間
に
、
知
杭
州
か
ら
知
潁
州
へ
と
遷
り
、
さ
ら
に
知
揚
州
へ
任
を

遷
さ
れ
た
。
一
句
は
、
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
3
〇
団
団
如
磨
牛　

団
団
は
、
同
じ
と
こ
ろ
を
円
形
に
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
さ
ま
。
磨
牛

は
、石
臼
を
挽ひ

く
牛
。
釈
恵
洪
「
彭
子
長
僉
判
に
次
韻
す　

二
首
」
そ
の
二
（『
石
門
文
字
禅
』
巻
四
）
に
「
心
は
磨
驢
を
旋
ら
す
が
如
く
、

日
夜　

団
団
と
し
て
転
ず
」
と
あ
る
。
4
〇
歩
歩
一
句　

陳
迹
は
、
以
前
の
踏
み
跡
。『
荘
子
』
天
運

に
「
夫そ

れ
六
経
は
、
先
王
の
陳

迹
な
り
」
と
あ
る
。
5
〇
世
外
人　

世
俗
の
外
の
人
。『
晉
書
』
許
邁
伝
に
「
未
だ
嘗
て
日
を
弥か

さ

ね
て
帰
る
を
忘
れ
、
相あ

い

与と
も

に
世
外
の
交

を
為
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。
6
〇
与
魚
鳥
逸　

世
俗
を
離
れ
て
、
水
辺
に
遊
び
、
魚
や
鳥
と
馴
れ
親
し
む
こ
と
。
蘇
軾
「
雩う

泉せ
ん

に

留
別
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
一
五
六
頁
）
の
注
を
参
照
。
7 

8
〇
老
芝
・
炯
炯
二
句　

老
芝
は
、芝
上
人
の
こ
と
。
雲
月
は
、

雲
間
の
月
。
炯
炯
は
、は
っ
き
り
と
光
が
見
え
る
さ
ま
。
蘇
軾
「
十
月
十
六
日
、見
る
所
を
記
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
四
五
頁
）

の
注
を
参
照
。
7 

8
句
は
、
芝
上
人
を
、
時
折
ち
ら
り
と
姿
を
現
し
て
は
ま
た
姿
を
隠
す
、
雲
間
の
月
に
喩
え
て
い
る
。『
四
河
入
海
』

巻
四
の
四
に
引
く
一
韓
智

の
聞
書
に
「
此
（
ノ
）
人
ハ
雲
マ
ノ
月
ノ
如
（
ク
）
ニ
ア
ソ
コ
デ
モ
コ
コ
デ
モ
、
自
由
ニ
ア
ル
カ
ル
ル
ニ
、

チ
ヤ
ツ
チ
ヤ
ツ
ト
相
逢
（
フ
）
ゾ
」
と
あ
る
。
9
〇
比
年
一
句　

比
年
は
、毎
年
。
一
句
は
、1
句
で
述
べ
る
「
二
年
」
の
間
に
「
三
州
」

に
知
事
と
し
て
赴
く
ご
と
に
、
そ
の
地
で
芝
上
人
と
顔
を
合
わ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
韓
智

の
聞
書
に
「
二
年
ノ
中
ニ
、
三
州
デ
ド

コ
デ
モ
潁
デ
モ
杭
デ
モ
揚
デ
モ
、
此
（
ノ
）
人
ニ
相
逢
（
フ
）
ゾ
」
と
あ
る
。
10
〇
適　

自
適
、
自
得
の
さ
ま
。
11
〇
逝
将
走　

い
ざ
行

こ
う
と
す
る
こ
と
。
芝
上
人
が
、
世
俗
の
し
が
ら
み
を
き
っ
ぱ
り
と
捨
て
て
、
求
法
の
境
地
に
入
っ
て
行
こ
う
と
す
る
決
意
を
示
し
て
い

る
。
蘇
軾
「
陳
海
州
が
「
乗
槎
亭
」
に
次
韻
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
四
〇
八
頁
）
の
注
を
参
照
。
〇
廬
阜　

廬
山
の
こ
と
。

梁
の
劉
孝
綽
「
陸り

く

長
史

す
い

　

に
酬
う
」
詩
（『
文
苑
英
華
』
巻
二
四
〇
）
に
「
廬
阜
は
高
名
を
擅

ほ
し
い
ま
まに

し
、岧

ち
よ
う

岧ち
よ
うと

し
て
太
清
を
凌
ぐ
」
と
あ
る
。

一
句
は
、
芝
上
人
が
廬
山
へ
向
か
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
一
韓
智

の
聞
書
に
「
今
此
（
ノ
）
揚
州
ヨ
リ
シ
テ
廬
山
ニ
イ
カ
ウ
ト
云
ハ

ル
ル
ガ
、是
ハ
求
法
ノ
為た

め

ゾ
」と
あ
る
。
12
〇
計　

計
画
。
芝
上
人
の
発
意
。
○
闊　

迂
闊
。
お
お
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
。
瑞
渓
周
鳳
の
説
に「
言（
フ
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コ
コ
ロ
）
ハ
、芝
上
人 

今 

廬
山
ニ
赴
（
カ
ン
ト
）
欲
（
ス
）、必
ズ
シ
モ
功
用
有
（
ラ
）
ザ
（
ル
）
則と

き

ン
バ
計
（
ル
）
コ
ト
迂
闊
ニ
似
（
ル
）。

然
レ
ド
モ
行
ク
所ゆ

え

ん以
ニ
其
ノ
道
愈
（
イ
ヨ
）
密
ナ
リ
」
と
あ
る
。
13
〇
吾
生
一
句　

吾
生
は
、私
の
人
生
。
蘇
軾
の
人
生
を
指
す
。
寄
は
、

仮
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
七
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
八
五
の
23
句
の
注
を
参
照
。
蘇
軾
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
詩
に

お
い
て
、
自
ら
の
人
生
、
ま
た
人
の
生
を
「
如
寄
」
と
詠
じ
て
い
る
。『
詩
人
と
造
物
』
第
一
部
二
「
蘇
軾
詩
論
稿
」
を
参
照
。
万ま

ん

里り

集
し
ゆ
う

九く

の
説
に
「
第
一
二
ノ
句
ヲ
回
照
シ
テ
述
（
ブ
ル
）
ナ
リ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
一
韓
智

の
聞
書
に
「
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
芝
上
人
ノ

居
住
定
（
マ
ラ
）
ズ
シ
テ
、
ハ
カ
リ
テ
モ
ナ
ク
、
我
モ
居
住
定
（
マ
ラ
）
ズ
シ
テ
、
諸
方
漂
流
シ
テ
寄

ヤ
ド
リ
ギノ

如
ク
ナ
ル
ゾ
。
出
処
ト
モ
ニ
定

（
マ
ラ
）
ザ
ル
ホ
ド
ニ
、
ド
コ
ニ
居

ヲ
ロ
ウ

ト
モ
必
定
セ
ヌ
ゾ
」。
14
〇
出
処　

身
の
ふ
り
方
。
出
て
仕
え
る
こ
と
と
、
退
い
て
野や

に
居
る
こ
と
。

『
周
易
』
繋
辞
上
に
「
君
子
の
道
、
或
い
は
出
で
或
い
は
処お

る
」
と
あ
る
。『
晉
書
』
王
羲
之
伝
に
「
悠
悠
た
る
者　

足そ
つ

下か

の
出
処
を
以
て

政
の
隆

り
ゆ
う

替た
い

を
観
る
に
足
る
」
と
あ
る
。

　

こ
の
二
年
の
間
に
三
つ
の
州
の
知
事
を
務
め
ま
し
た
が
、
私
は
も
う
老
い
て
し
ま
っ
て
、（
今
さ
ら
）
こ
の
身
を
惜
し
も
う
と

は
思
い
ま
せ
ん
。
臼う

す

を
挽ひ

く
牛
さ
な
が
ら
ぐ
る
ぐ
る
と
同
じ
と
こ
ろ
を
旋め

ぐ

り
、
一
歩
一
歩
、
以
前
の
踏
み
跡
を
踏
ん
で
行
く
ば
か

り
で
す
。

　

ど
う
し
て
知
り
得
ま
し
ょ
う
、
俗
世
の
外
に
心
を
遊
ば
せ
る
老
師
が
、
長
く
魚
や
鳥
と
親
し
ん
で
飽
く
こ
と
の
な
か
っ
た
境
地

を
。
芝
老
師
は
雲
間
の
月
の
よ
う
な
お
方
で
、
時
折
き
ら
り
と
お
姿
を
現
し
て
光
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
二
年
の
う
ち
に
三
度
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
自
適
の
ご
様
子
で
す
。
今
、
い
ざ
（
俗
世
を
避
け
て
）
廬
山
の
山
中

に
入
っ
て
行
か
ん
と
さ
れ
る
、
ご
発
意
は
思
い
つ
き
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
得と

く

道ど
う

は
ま
す
ま
す
奥
深
く
堅
い
の
で
し
ょ
う
。

　

私
は
こ
の
世
に
仮
に
身
を
寄
せ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
ど
う
暮
ら
す
か
を
予
め
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
江
南

に
は
千
万
の
山
々
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
に
あ
な
た
の
お
住
ま
い
を
訪
ね
れ
ば
よ
い
の
や
ら
。

 

（
担
当　

原
田
直
枝
）


